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『
小
右
記
』
に
み
る
藤
原
実
資
の
文
字
情
報
利
用

　
　
　
　
　

─
身
分
の
変
化
に
も
と
づ
く
時
系
列
的
把
握
の
試
み
─

重　

田　
　

香　

澄

は
じ
め
に

　

改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
平
安
時
代
の
日
記
は
政
務
や
儀
式
と
い
っ
た
「
公
事
」
を
中
心
に
、「
私
不
レ
得
レ
止
事
」
等
に
つ
い
て
も
、「
忽

忘｣

に
備
え
る
た
め
に
日
々
書
き
記
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
（
１
）。

そ
の
た
め
、
日
記
に
は
、
原
則
と
し
て
時
系
列
的
に
、
記
主
が
記
載
す
る
価

値
を
認
め
た
事
項
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
日
記
は
、
書
き
留
め
る
・
書
き
残
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ

以
上
の
作
為
は
入
り
込
み
に
く
く
、
記
載
の
対
象
と
な
る
事
柄
も
多
様
で
あ
る
。
日
記
本
文
中
に
引
用
・
参
照
・
言
及
さ
れ
る
記
録
・
典
籍
・

文
書
類
の
よ
う
な
文
字
情
報
も
こ
の
例
外
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
必
要
な
部
分
が
、
そ
の
都
度
取
り
出
さ
れ
、
日

記
本
文
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
ゆ
え
に
、
記
録
類
の
利
用
を
時
系
列
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
記
主
の
記
録
類
利
用
の
傾
向
を
捉
え
る

上
で
軽
視
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
に
お
い
て
示
唆
的
な
の
が
、
藤
原
実
資
の
日
記
『
小
右
記
』
中
の
無
記
名
情
報
に
つ
い
て
、
記
事
数
の
変
化
が
、
記
主
・
実
資
の
位

階
・
官
職
の
変
化
と
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
和
田
容
理
子
氏
の
指
摘
で
あ
る
（
２
）。
同
氏
の
検
討
は
言
説
（
音
声
情
報
）
に
関
す
る
も
の
だ

が
、
記
主
を
含
め
た
誰
か
し
ら
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
記
主
の
取
捨
選
択
を
通
し
て
日
記
紙
面
に
書
き
留
め
ら
れ
る
（
固
定
さ
れ
る
）
点
は
文
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字
情
報
も
同
質
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
日
記
記
主
の
位
階
・
官
職
と
の
関
係
と
い
う
視
点
は
文
字
情
報
の
検
討
に
お
い
て
も
有
効
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
文
字
情
報
全
体
と
し
て
そ
の
よ
う
な
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
（
３
）。

お
お
よ
そ
の
傾
向
は
雰
囲
気
と

し
て
掴
め
て
い
る
が
具
体
的
な
把
握
が
為
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
文
字
情
報
全
体
と
し
て
の
利
用
を
議
論
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
、
藤
原
実
資
の
記
録
類
と
の
関
わ
り
方
を
、
実
資
の
身
分
や
政
治
状
況
等
に
即
し
て
、
つ
ま
り

時
系
列
的
に
整
理
・
把
握
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。『
小
右
記
』
に
は
多
種
多
様
な
記
録
・
典
籍
・
文
書
が
引
用
・
言
及
さ
れ
て
い
る
上
、
記

述
が
詳
細
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
が
利
用
さ
れ
た
背
景
も
わ
か
り
や
す
い
。
人
ひ
と
り
が
ど
の
段
階
、
ど
の
局
面
で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
見

た
か
、
や
り
と
り
し
た
か
、
を
概
観
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
そ
の
も
の
が
持
つ
意
味
を
一
層
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
こ
の
時
代
の
記
録
類
の
利
用
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
実
資
と
い
う
人
物
を
考
え
る
上
で
も
、
有
益
な
こ
と
と
考
え
る
。

　

本
稿
の
対
象
と
な
る
の
は
逸
文
を
含
め
、『
小
右
記
』
に
「
○
○
云
…
」
や
「
見
○
○
」、「
在
○
○
」
等
の
よ
う
に
、
あ
る
情
報
が
何
ら
か

の
記
録
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
可
能
性
が
あ
る
）
こ
と
、
ま
た
は
、「
無
レ
所
レ
見
」、「
誤
也
」
等
の
よ
う
に
記
載
・
記
録
の
な
い
こ
と
や
齟

齬
の
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
記
事
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
実
資
を
は
じ
め
と
し
た
人
々
が
、
何
ら
か
の
行
動
・
判
断
を
す
る
に
当
た
っ

て
、
過
去
の
情
報
、
過
去
に
成
立
し
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
に
目
標
を
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で

い
う
記
録
類
と
は
、
お
お
よ
そ
後
代
に
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
・
期
待
さ
れ
た
文
字
情
報
、
ま
た
は
、
後
代
へ
の
拘
束
力
・
影
響
力
を
成
立

当
初
か
ら
、
も
し
く
は
そ
の
後
に
持
た
さ
れ
た
文
字
情
報
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
に
は
、『
西
宮
記
』
巻
十  

殿
上
人
事
に
「
凡
奉
公
之
輩
可
二
設
備
一
文
書
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、

凡
奉
公
之
輩
、
可
二
設
備
一
文
書

一
、
礼
儀
事
、

江
都
集
礼
、
百
廿

六
巻
、
沿
革
礼
十
巻
、
已
上

唐
書
、
内
裏
式
、（
三
巻
）、
儀
式
、
十
巻
、
年
中
行
事
、
式
暦
、
外
記
庁
例
、
弁
官
記
、
叙
位
例
、
除
目
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例
、
外
記
内
記
等
文
書
目
録
、

一
、
政
理
事
、

群
書
治
要
、
五
十

巻
、
貞
観
政
要
、
十
巻
、
已
上
唐
書
、
但
君
（
臣
）

之
間
事
、
尽
二
此
書
一
也
、

諸
司
式
、
延
喜
式

五
十
巻
、
三
代
格
、
各
十
巻
、
今
案
或

有
二
十
二
巻
一
、

官
曹
事
類
、
天
長
格
抄
、
官
奏
報
、

申
文

例
等
、
宣
旨
目
録
、
交
替
式
三
巻
、
但
新

式
一
巻
、

勘
解
由
使
勘
判
例
、
新
定
酒
式
、

一
、
罪
法
事
、

律
、
十
二

巻
、
令
、
十
巻
、
相
二
兼

政
理
方
一
也
、
類
聚
検
非
違
使
宣
旨
、
勘
糺
事
、

一
、
諸
雑
事
、

類
聚
国
史
、
二
百
巻
、
始
レ
従
二
日
本
記
一
至
二
于

仁
和
之
雑
事
一
、
無
レ
有
二
遺
漏
一
、

律
令
格
式
そ
の
他
法
典
類
、『
日
本
書
紀
』
以
下
の
国
史（４
）、『

儀
式
』
等
の
官
撰
儀
式
書
に
加
え
、
外
記
庁
例
や
各
種
記
文（５
）の

よ
う
な
諸
官
司
に

蓄
積
さ
れ
た
文
書
・
記
録
群
の
類
（
６
）、『
西
宮
記
』
等
私
撰
の
儀
式
書
類
、
外
記
日
記
や
『
醍
醐
天
皇
御
記
』、『
清
慎
公
記
』
等
の
公
私
の
日
記

等
が
わ
か
り
や
す
い
と
こ
ろ
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
他
に
、
寺
社
や
個
々
の
家
に
蓄
積
さ
れ
た
文
書
・
記
録
の
類
な
ど
も
参
照
さ
れ
る
の

で
あ
れ
ば
対
象
と
し
た
。
但
し
、「
如
レ
式
」
や
「
如
レ
例
」
の
よ
う
に
、
単
に
問
題
が
な
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
だ
け
の
よ
う
な
も
の
に

つ
い
て
は
採
録
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
漠
然
と
「
已
無
レ
所
レ
見
」
と
あ
る
の
み
で
、
ど
こ
に
な
い
の
か
が
不
明
確
な
も
の
、「
往
古
不
レ
聞
也
」

の
よ
う
に
単
に
先
例
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
だ
け
の
も
の
も
今
回
の
検
討
か
ら
は
外
し
て
あ
る
。
ま
た
、
成
立
時
に
は
行
動
・
判
断

の
根
拠
と
な
る
こ
と
な
ど
殆
ど
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
漢
籍
に
つ
い
て
も
、
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
の
対
象
と
し

た
。
一
方
、
記
録
作
成
と
記
録
参
照
が
同
時
進
行
的
な
事
発
日
記
・
勘
問
日
記
な
ど
は
、
本
稿
で
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
性
格
が
や

や
異
な
る
た
め
、
今
回
検
討
の
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
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一
．
藤
原
実
資
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
の
整
理
と
時
期
区
分

　

ま
ず
は
、
時
系
列
的
把
握
に
必
要
な
物
差
し
、
藤
原
実
資
の
生
涯
の
節
目
を
設
定
し
て
お
き
た
い
。
日
記
が
基
本
的
に
は
朝
廷
で
の
職
務
遂

行
の
た
め
に
綴
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
朝
廷
で
の
身
分
の
変
化
、
多
く
の
場
合
は
昇
進
が
節
目
と
な
る
と
い
う
認
識
は
間
違
い
で
は
な
か

ろ
う
。

　

藤
原
実
資
は
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
藤
原
斉
敏
の
男
と
し
て
生
ま
れ
、
祖
父
実
頼
の
養
子
と
な
り
、
右
大
臣
を
極
官
と
し
て
永
承
元
年

（
一
〇
四
六
）
に
薨
じ
た
。
実
資
の
養
父
実
頼
は
、
そ
の
弟
師
輔
と
と
も
に
父
忠
平
の
儀
式
を
受
け
継
ぎ
、
師
輔
の
九
条
流
に
対
し
小
野
宮
流

と
称
さ
れ
る
故
実
流
派
の
系
統
の
祖
と
さ
れ
る
。
実
資
は
、
そ
の
小
野
宮
流
の
継
承
者
と
し
て
、『
小
野
宮
年
中
行
事
』
撰
述
な
ど
、
同
流
の

整
備
・
確
立
に
努
め
た
（
７
）。
兼
家
・
道
隆
以
下
、
師
輔
流
が
権
勢
を
張
り
つ
つ
あ
る
廟
堂
に
お
い
て
も
、
そ
の
出
自
と
豊
富
な
知
識
に
よ
っ
て
独

自
の
立
場
を
通
し
た
。
詳
し
く
は
先
学
の
業
績
に
譲
る
と
し
て
（
８
）、
ひ
と
ま
ず
実
資
の
官
歴
と
位
階
を
中
心
に
押
さ
え
て
お
く
。

　

実
資
が
参
議
の
前
段
階
、
天
皇
に
近
侍
す
る
蔵
人
頭
に
初
め
て
任
じ
ら
れ
た
の
は
天
元
四
年
（
九
八
一
）、
円
融
天
皇
の
も
と
、
実
の
伯
父

で
あ
る
藤
原
頼
忠
が
関
白
を
務
め
て
い
た
と
き
で
、
こ
の
と
き
右
近
衛
少
将
で
あ
っ
た
。
永
観
元
年
（
九
八
三
）
冬
に
は
左
近
衛
中
将
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
永
観
二
年
（
九
八
四
）
に
花
山
天
皇
が
即
位
し
た
と
き
も
、
即
日
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
た
（
関
白
は
頼
忠
）。
寛
和
二
年
（
九

八
六
）、
一
条
天
皇
が
即
位
し
た
あ
と
（
摂
政
は
藤
原
兼
家
）
も
、
永
延
元
年
（
九
八
七
）
冬
に
は
蔵
人
頭
と
な
っ
て
い
る
。
参
議
に
な
っ
た

の
は
翌
々
年
、
永
延
三
年
（
九
八
九
、
八
月
に
改
元
し
て
永
祚
元
年
）
の
春
の
こ
と
、
翌
年
秋
に
は
従
三
位
に
な
り
、
頼
忠
の
薨
後
、
兼
家
・

道
隆
が
摂
政
・
関
白
を
務
め
た
間
を
参
議
と
し
て
過
ご
す
こ
と
と
な
る
。

　

道
長
が
一
条
天
皇
の
内
覧
と
な
っ
た
長
徳
元
年
（
九
九
五
）、
秋
に
権
中
納
言
と
な
り
、
正
官
に
転
じ
た
の
は
伊
周
失
脚
後
、
道
長
が
左
大

臣
に
昇
任
し
た
の
と
同
じ
長
徳
二
年
七
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
検
非
違
使
別
当
や
右
衛
門
督
、
太
皇
太
后
宮
大
夫
を
兼
ね
て

い
る
。
権
大
納
言
・
右
近
衛
大
将
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
秋
の
こ
と
、
正
官
の
大
納
言
に
は
八
年
後
の
寛
弘
六
年
（
一
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〇
〇
九
）
春
に
転
任
、
三
条
朝
も
大
納
言
と
し
て
過
ご
し
、
後
一
条
天
皇
の
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
秋
、
大
納
言
と
し
て
は
上
臈
の
藤
原
道

綱
や
左
大
臣
藤
原
顕
光
が
薨
じ
た
後
、
右
大
臣
と
な
っ
た
。
同
年
、
皇
太
弟
傅
（
敦
良
親
王
、
の
ち
の
後
朱
雀
天
皇
）
に
も
任
じ
ら
れ
、
後
朱

雀
天
皇
即
位
ま
で
務
め
た
。
こ
の
間
、
右
大
将
は
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
に
辞
す
ま
で
在
任
し
続
け
、
右
大
臣
も
薨
年
ま
で
務
め
続
け
た
と

み
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
議
政
官
以
前
の
天
元
四
年
（
九
八
一
）
か
ら
永
延
三
年
（
永
祚
元
年
、
九
八
九
）
を
蔵
人
頭
期
、
参
議
に
昇
任
し
た
永
祚
元
年

（
九
八
九
）
か
ら
を
参
議
期
、
権
中
納
言
、
中
納
言
で
あ
っ
た
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
か
ら
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
を
中
納
言
期
、
権
大
納

言
、
大
納
言
で
あ
っ
た
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
か
ら
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
を
大
納
言
期
、
右
大
臣
と
な
っ
た
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

か
ら
致
仕
す
る
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）
ま
で
を
右
大
臣
期
と
区
分
し
て
検
討
し
て
い
く
。
但
し
、
本
文
が
残
っ
て
い
る
の
は
天
元
五
年
（
九

八
二
）
か
ら
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
ま
で
、
逸
文
は
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
ま
で
で
あ
る
。

　

尚
、『
小
右
記
』
の
残
存
状
況
は
部
分
ご
と
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
記
事
が
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
る
の
は
天
元
五
年
か
ら
長
元
五
年

ま
で
で
、
季
節
ご
と
に
一
巻
分
を
単
位
と
し
て
略
本
を
含
め
た
残
存
率
を
示
す
と
、
蔵
人
頭
期
が
四
六
・
四
％
（
二
八
季
中
一
三
季
）、
参
議

期
が
五
〇
％
（
二
六
季
中
一
三
季
）、
中
納
言
期
が
五
四
・
五
％
（
二
二
季
中
一
二
季
）、
大
納
言
期
は
年
数
が
長
い
の
で
天
皇
で
区
切
る
と
、

一
条
朝
が
一
七
・
五
％
（
四
〇
季
中
七
季
）、
三
条
朝
が
六
八
・
四
％
（
一
九
季
中
一
三
季
）、
後
一
条
朝
が
六
三
・
六
％
（
二
二
季
中
一
四

季
）、
右
大
臣
期
も
長
い
の
で
政
治
状
況
な
ど
か
ら
藤
原
道
長
薨
前
と
後
に
分
け
る
と
、
薨
去
前
が
八
八
％
（
二
五
季
中
二
二
季
）、
薨
去
後
が

六
六
・
七
％
（
二
一
季
中
一
四
季
）
と
な
っ
て
い
る
。
記
事
の
分
布
状
況
を
数
字
で
み
る
際
に
、
記
主
の
意
図
と
は
関
係
の
な
い
差
が
出
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
出
て
き
た
数
字
に
対
し
て
平
均
値
を
出
す
等
の
加
工
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
残
さ
れ
て
い
る
部

分
は
、
全
体
の
縮
図
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
全
体
的
な
記
事
の
割
合
・
傾
向
を
あ
る
程
度
は
反
映
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
、
時
期
ご
と
に
、
ど
の
よ
う
な
記
事
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
実
資
の
手
許
に
集
め
ら
れ
た
の
か
、
主
な
事
例
の
紹
介
と
共
に
見
て
い

く
。
尚
、
引
用
す
る
史
料
は
断
り
の
な
い
限
り
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
』
で
あ
る
（
９
）。
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二
．
時
期
ご
と
の
傾
向

　
　
（
ⅰ
）
議
政
官
以
前
（
蔵
人
頭
期:

天
元
四
年
（
九
八
一
）
～
永
延
三
年
（
永
祚
元
年
。
九
八
九
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
但
し
本
文
は
天
元
五
年
か
ら

　

議
政
官
に
あ
が
る
前
、
大
体
蔵
人
頭
を
務
め
て
い
た
こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
近
衛
少
将
・
中
将
と
し
て
、
も
し
く
は
蔵
人
頭
と
し
て
関
与

し
た
事
に
つ
い
て
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
近
衛
次
将
と
蔵
人
頭
で
は
文
字
情
報
と
の
関
わ
り
方
も
大
き
く
異
な
る
。
ま
ず
は
近
衛
次
将

と
し
て
の
文
字
情
報
参
照
・
言
及
記
事
か
ら
み
て
い
く
。
次
の
史
料
は
実
資
が
右
近
衛
少
将
で
あ
っ
た
天
元
五
年
（
九
八
二
）
正
月
一
五
日
条

で
あ
る
。

今
日
兵
部
手
結
、
称
レ
障
不
参
、
府
真
手
結
、
同
称
レ
障
不
レ
着
、
依
二
大
将
頻
命
一
、
侵
レ
夜
参
謁
、
次
参
二-

籠
内
御
物
忌
一
、
兵
部
手
結
上

卿
不
参
、
彼
省
申
二
此
由
一
、
被
レ
仰
云
、
可
レ
召
二-

遣
公
卿
一
者
、
皆
悉
申
二
障
由
一
、
即
仰
二
彼
省
一
、
令
レ
勘
二
延
引
例
一
、
申
云
、
天
暦
以

来
無
二
延
引
之
例
一
、
以
往
之
例
文
書
破
損
、
不
レ
能
二
引
勘
一
者
、
詞
申
云
、
去
年
按
察
大
納
言
為
光
被
レ
入
二
手
結
一
、
然
依
レ
無
二
射
手
一
、

不
レ
行
二
手
結
一
退
出
云
々
、
仰
云
、
指
二
左
衛
門
督
重
光
一
可
二
召
遣
一
者
、（
後
略
）

実
資
は
、
本
来
な
ら
衛
府
官
人
と
し
て
参
加
す
べ
き
兵
部
・
近
衛
府
両
手
結
に
障
と
称
し
て
参
加
せ
ず
に
い
た
が
、
右
大
将
藤
原
済
時
の
命
に

よ
り
参
内
、
物
忌
中
の
天
皇
の
も
と
に
参
籠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
肝
心
の
射
礼
の
射
手
を
選
抜
す
る
兵
部
手
結
の
上
卿
が
不
参
で
あ
っ
た
た

め
、
実
資
は
兵
部
省
と
連
絡
を
取
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
措
置
に
つ
い
て
同
省
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
記
録
等
を
も
と
に
勘
申
す
る
よ
う
言
い

付
け
て
い
る
。
兵
部
省
は
、
天
暦
以
来
延
引
し
た
例
は
な
く
、
天
暦
以
前
に
つ
い
て
は
記
録
類
が
破
損
し
て
い
て
調
べ
ら
れ
な
い
と
伝
え
て
き

た
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
に
兵
部
手
結
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
左
衛
門
督
源
重
光
（
こ
の
時
中
納
言
）
に
連
絡
を
取
っ
た
り
（
伝
え
た
の
は
蔵

人
の
藤
原
孝
忠
）
も
し
て
い
る
。
左
近
衛
中
将
と
な
っ
て
か
ら
の
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
一
一
月
二
一
日
、
花
山
天
皇
大
嘗
会
卯
日
節
会
の
記
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事
で
は
、
近
衛
中
将
と
し
て
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
も
記
録
類
を
参
照
し
て
い
る
様
が
窺
え
る
。

（
中
略
：
天
皇
、
廻
立
殿
出
御
、
沐
浴
な
ど
）
了
易
二
御
服
一
着
二
神
服
一
、
御
二
大
嘗
宮
一
、
悠
紀
、
余
候
二
御
剱
一
、
権
中
将
公
任
候
二
御
筥
一
、

御
剱
・
璽
等
内
侍
所
持
候
、
是
先
例
也
、
而
内
侍
不
レ
候
、
又
是
惟
成
等
所
レ
行
也
、
可
レ
謂
二
失
誤
一
、
左
大
臣
服
二
神
服
一
、
率
二
神
祇
官
一

前
行
、
又
他
儀
如
レ
式
、
神
殿
事
不
レ
具
、
神
具
等
不
レ
御
以
前
、
皆
可
二
具
候
一
也
、
公
卿
以
下
執
二
神
具
一
供
レ
之
、
已
及
二
寅
剋
一
、
甚
違
例

也
、

了
還
二-

御
廻
立
殿
一
、
又
供
二
御
湯
一
、
此
度
御
二

西
方
一
、
大
嘗
宮
、
主
基

方
、
辰
時
許
還
二-

御
廻
立
殿
一
、
易
二
神
服
一
、
御
二
手
輦
一
、
御
二
小
安
殿
一
、
其
道

経
二
龍
尾
道
東
階
一
、
自
余
事
如
レ
式
、
近
衛
中
少
将
着
二
縫
腋
袍
・
壺
胡
籙
、
浅
履
等
一
也
、
官
人
以
下
及
諸
衛
服
二
大
儀
一
、
式
云
、
可
レ

服
二
大
儀
一
、
然
而
年
々
日
記
近
衛
中
少
将
其
如
レ
此
也
、

こ
の
と
き
は
な
に
か
と
違
例
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
権
中
将
の
公
任
と
共
に
御
剱
・
御
璽
を
持
っ
て
候
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
資
は
近
衛

中
将
と
し
て
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る）（（
（

。
引
用
文
中
に
二
回
ほ
ど
出
て
く
る
「
如
レ
式
」
や
、「
式
云
、
…
」
の
「
式
」
は
臨
時
の
儀
式
・

行
事
の
際
に
有
職
の
公
卿
に
作
ら
せ
た
「
式
文
）
（（
（

」、「
年
々
日
記
」
は
、
近
衛
府
と
し
て
の
行
事
へ
の
参
加
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
お
そ
ら
く

は
、
左
右
近
衛
府
で
日
々
の
業
務
や
近
衛
府
の
関
わ
る
儀
式
等
に
つ
い
て
書
き
継
い
で
き
た
陣
日
記
で
あ
ろ
う）（（
（

。

　

こ
こ
で
、
実
資
は
、
自
ら
も
含
め
た
近
衛
の
中
・
少
将
の
服
装
に
つ
い
て
、「
式
」
を
参
照
し
つ
つ
も
、「
日
記
」
を
も
と
に
適
切
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
に
は
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
一
〇
月
一
〇
日
の
花
山
天
皇
即
位
、
八
省
院
行
幸
の
際
の
近
衛
大
将
以
下
の

位
置
に
つ
い
て
、「
今
案
二
府
式
一
、」
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
「
近
衛
府
式
」
や）（（
（

、
寛
和
元
年
正
月
九
日
、
左
近
衛
府
荒
手
結
を
行
う
に
当

た
り
、
官
人
達
が
射
手
の
条
件
と
し
て
持
ち
出
し
、
実
資
も
所
在
を
尋
ね
た
も
の
の
確
認
で
き
な
か
っ
た
「
前
年
起
請
」
な
ど
も
こ
れ
に
類
す

る
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
お
お
よ
そ
頭
中
将
の
実
資
に
は
見
る
こ
と
も
さ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
陣
日
記
・
殿
上
日
記
等
、
所
属
官
司
に
蓄
積
さ

れ
た
記
録
類
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
、
実
資
が
所
持
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
『
延
喜
式
』
な
ど
で
、
実
資
自
身
が
参
照
・
確
認
し
て
い
る

も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
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蔵
人
頭
と
し
て
は
情
報
運
び
中
心
に
、
外
か
ら
関
わ
っ
て
い
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
特
に
特
徴
的
な
の
が
、
実
資
よ
り
地
位
の
高
い
人
へ

の
伝
言
（
取
り
次
ぎ
）
が
大
半
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
二
月
一
七
日
の
記
事
を
み
て
み
る
。

早
朝
参
レ
殿
、
申
二
去
十
五
日
所
レ
承
之
綸
旨
一
、
被
レ
奏
云
々
、
案
二
内
裏
式
一
、
加
冠
者
傅
之
可
二
奉
仕
一
、
理
髪
者
納
言
可
二
奉
仕
一
也
、
納

言
若
無
二
其
人
一
、
可
レ
及
二
参
議
一
、
而
中
納
言
左
衛
門
督
重
光
已
堪
二
其
事
一
、
可
レ
然
歟
、
検
二
延
喜
十
六
年
日
記
一
、
中
納
言
定
方
奉
仕
、

応
和
三
年
参
議
朝
忠
奉
仕
、
宣
旨
・
乳
母
等
叙
位
事
、
其
数
不
レ
同
、
延
喜
宣
旨
一
人
・
乳
母
二
人
、
応
和
宣
旨
一
人
・
乳
母
四
人
、
若

可
レ
多
者
、
可
レ
被
レ
據
二
応
和
例
一
、
若
可
レ
少
者
、
可
レ
被
レ
依
二
延
喜
例
一
歟
、
又
詔
書
趣
不
レ
同
、
依
二
応
和
例
一
被
レ
行
宜
歟
者
、
彼
間
有

二
被
レ
定
之
故
一
、
即
参
内
奏
聞
、
被
レ
仰
云
、
件
等
事
可
レ
仰
二
左
大
臣
一
者
、
余
奏
云
、
事
已
大
事
、
召
二
御
前
一
可
レ
被
レ
仰
歟
、
又
天
暦
聖

主
召
二
清
慎
公
於
御
前
一
、
被
二
定
仰
一
也
、
被
レ
仰
云
、
猶
汝
可
レ
仰
者
、
仍
出
二
左
仗
一
之
、
此
間
左
大
臣
候
二
陣
座
一
、（
後
略
）

こ
れ
は
、
東
宮
元
服
に
つ
い
て
、
円
融
天
皇
と
関
白
頼
忠
と
の
や
り
と
り
で
あ
る
。
こ
の
日
、
実
資
は
ま
ず
頼
忠
の
と
こ
ろ
に
参
上
し
、
東
宮

元
服
の
加
冠
・
理
髪
役
に
つ
い
て
、「
内
裏
式
」
を
も
と
に
し
た
頼
忠
の
見
解
を
承
っ
て
い
る）（（
（

。
そ
の
上
で
参
内
し
、
天
皇
に
頼
忠
の
見
解
を

伝
え
て
い
る
の
で
あ
る）（（
（

。
頼
忠
は
東
宮
宣
旨
や
命
婦
へ
の
叙
位
に
つ
い
て
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
方
途
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
頼
忠

が
調
べ
（
さ
せ
）
た
も
の
で
、
個
別
の
事
例
で
あ
る
点
か
ら
日
記
・
記
文
の
類
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
に
拠
る
か
は
は
っ
き
り
と
は

明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
実
資
は
、
天
皇
の
命
を
受
け
て
こ
の
こ
と
を
陣
座
に
候
じ
て
い
る
左
大
臣
源
雅
信
に
伝
え
て
い
る
。「
天
皇
・

摂
関
・
太
政
官
の
間
の
連
絡
係
）
（（
（

」
等
と
い
わ
れ
る
蔵
人
頭
の
役
目
そ
の
ま
ま
の
働
き
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
、
天
元
五
年
（
九
八
二
）
六
月
二

十
九
日
の
、
藤
原
胤
子
（
贈
皇
太
后
・
醍
醐
天
皇
母
）
の
国
忌
に
関
す
る
記
事
な
ど
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
十
二
月
一
一
日

早
朝
退
出
、
神
今
食
所
司
被
レ
行
、
大
嘗
会
以
前
無
下
出
二-

御
神
態
一
之
例
上
、
是
先
日
大
外
記
忠
輔
朝
臣
勘
申
也
、
依
レ
召
参
レ
殿
、
晩
景

参
レ
院
、（
後
略
）

同
二
一
日
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暁
更
退
出
、
今
日
被
レ
立
二
荷
前
使
一
云
々
、
入
夜
被
レ
立
云
々
、
大
嘗
祭
以
前
出
御
之
例
無
レ
所
レ
見
之
由
、
去
夕
外
記
有
二
勘
申
一
也
、
秉

燭
参
内
、（
後
略
）

は
、
い
ず
れ
も
外
記
の
勘
申
結
果
で
あ
る
が
、
大
嘗
祭
前
の
天
皇
が
神
事
に
出
御
す
る
こ
と
の
有
無
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情

報
を
書
き
留
め
た
こ
と
も
、
天
皇
に
近
侍
し
、
殿
上
の
こ
と
一
切
を
取
り
仕
切
る
蔵
人
頭
と
し
て）（（
（

、
問
い
合
わ
せ
た
り
、
取
り
次
い
だ
り
す
る

機
会
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
二
月
一
七
日
の
祈
年
穀
奉
幣
で
は
、
八
省
院
行
幸
後
、
小
安
殿
に
御
し
、
一
通
り
の
儀
を
済
ま
せ
た
後
の

拝
礼
の
次
第
に
つ
い
て
、「
是
雖
レ
不
レ
見
二
内
裏
式
一
、
自
二
邑
上
御
時
一
已
来
已
有
二
此
事
一
、
仍
奏
二-

聞
此
由
一
、
事
了
還
御
云
々
、」
と
あ
る

よ
う
に
、「
内
裏
式
」
に
は
記
述
が
な
い
が
村
上
天
皇
の
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
旨
（
典
拠
は
不
明
）
を
天
皇
に
示
し
た
り
も
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
蔵
人
頭
と
し
て
動
い
て
い
る
と
き
に
は
、
儀
式
中
の
自
身
の
所
作
・
装
束
の
適
否
に
関
し
て
、
記
録
・
典
籍
類

を
参
照
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
天
元
五
年
六
月
二
九
日
の
国
忌
等
の
よ
う
な
行
事
の
停
否
や
、
神
今
食
や
荷
前
な
ど
に
お
け
る
天

皇
出
御
の
有
無
、
元
服
の
加
冠
役
等
の
人
選
、
基
本
的
な
式
次
第
等
、
儀
式
の
梗
概
に
関
わ
っ
て
の
記
録
類
の
参
照
が
多
い
。
し
か
も
、
典

籍
・
記
録
群
中
に
目
当
て
の
先
例
等
が
あ
る
か
ど
う
か
や
、
何
に
依
拠
し
て
事
を
行
う
べ
き
か
等
、
参
照
・
言
及
さ
れ
た
記
録
類
の
中
身
に
は

詳
し
く
触
れ
ら
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
さ
ら
に
、
蔵
人
頭
と
し
て
動
い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
時
に
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
様
々
な
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
て
お
り
「
天
皇
・
摂
関
・
太
政
官
の
間
の
連
絡
係
」
と
し
て
政
務
に
関
わ
り
、
殿
上
の
こ
と
を
取
り
仕
切
り
、
時
に
は
天
皇
の
諮
問

に
も
答
え
る
蔵
人
頭
の
性
格
を
再
確
認
で
き
る
。

　
　
（
ⅱ
）
参
議
期:

永
祚
元
年
（
九
八
九
）
～
長
徳
元
年
（
九
九
五
）

　

参
議
と
な
っ
て
か
ら
は
、
細
か
い
儀
式
次
第
や
所
作
に
関
し
て
、『
清
慎
公
記
』
を
中
心
と
し
た
多
様
な
記
録
類
を
自
分
で
参
照
す
る
記
事

が
主
と
な
る
。
参
議
期
に
見
ら
れ
る
文
字
情
報
参
照
・
言
及
記
事
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
一
で
あ
る
。「
事
項
」
欄
は
話
題
と
な
っ
た
事
柄
、
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表一．『小右記』参議期に参照・言及された文字情報

年 月 日 事項 前後 典拠 情報の流れ

永祚1 12 15 封国返上上表の勅答使を迎えるに
当たり a 清慎公記 実資

正暦2 9 16 藤原詮子院号につき o 国史 ｛｢公卿僉議」｝→実資
正暦4

1 7 叙人の拝舞の有無につき a

｢内裏式｣

実資儀式
醍醐御記
｢他文書等記｣

1 20 内宴で着る物につき a 清涼記 源相方→実資

1 22 内宴・文臺筥を御前に置くにあた
り o 清慎公記 実資

1 26 右大臣大饗の着座につき o 清慎公記 実資吏部王記
1 27 三所大饗時の着座につき o ｢一両記｣ 実資

2 25 春日祭使作法 b 清慎公記 実資（→大江正言→
伊周→道頼）

4 8 御読経参入につき a 清慎公記 公任→実資
4 16 賀茂祭使飾馬等御覧につき a 外記日記 実資
4 28 官奏につき o 清慎公記ヵ 実資

5 23 外記政後の着陣につき o

清慎公記 公任→実資
｢一両記｣ 実資清慎公記

（師尹説） （延光→実資）
6 17 官奏につき b ｢故殿教伝｣ 実資→源相方→重信
7 5 菅原道真贈位贈官につき a 外記日記 多米国定→実資
7 27 相撲召合執奏立ち位置につき o 清慎公記 実資

7 27 相撲・手を怪我した者に相撲を続
けさせるか否か o 外記日記 ｛伊周→「公卿」｝→実

資
7 27 相撲・行酒の役について o 清慎公記 実資
11 1 賀表の匣を執る位置につき a 九暦 保光→実資
11 1 厨御贄の有無 o ｢朔旦記｣ 実資

11 1 賀表の緘・案を作らせる所につき a

外記日記 実資清慎公記
「大外記傅説私記」

保光→実資師尹日記
外記日記

長徳1 1 28 内大臣大饗で禄を給う順について o 清慎公記 実資
4 5 内大臣に随身を賜うこと a 公卿補任 実資

6 21 除目・兼任大将が奏慶しない例 a 清慎公記＜外記日記＞ 実資清慎公記＜殿上日記＞

6 21 除目・兼任大将が奏慶する例 a 清慎公記＜外記日記＞ 実資清慎公記＜殿上日記＞
・「前後」欄は、o…その場での参照・言及、b…事後の参照・言及、a…事前の参照・言及　を示す
・「　」は原文の表現をそのまま使用
・＜＞は参照文献中に引用されているもの
・｛　｝は複数人が居合わせた場を示す
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「
時
機
」
欄
は
参
照
・
言
及
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
つ
ま
り
儀
式
の
そ
の
場
で
言
及
さ
れ
た
の
か
・
終
わ
っ
た
後
で
参
照
し
た
の
か
・
事
前
に
参
照

し
た
の
か
を
、「
典
拠
」
欄
は
参
照
さ
れ
た
記
録
類
、「
情
報
の
流
れ
」
欄
は
情
報
の
流
れ
を
→
で
示
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
蔵
人
頭
期
に
は
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
、
誰
か
し
ら
か
ら
、
実
資
よ
り
上
位
の
者
に
伝
言
す
る
際
に
情
報
に
接
触
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
儀
式
な
ど
に
参
会
す
る
中
で
生
じ
た
疑
問
等
に
つ
い
て
、
自
身
で
『
清
慎
公
記
』
や
外
記

日
記
、
そ
の
他
実
資
が
所
持
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
記
録
・
典
籍
類
（
宇
多
・
醍
醐
・
村
上
の
各
御
記
、『
太
后
御
記
』、『
吏
部
王
記
』、『
貞

信
公
記
』、『
九
暦
』、「
内
裏
式
」、『
儀
式
』
等）（（
（

）
を
参
照
し
て
い
る
場
合
が
増
え
る
。
他
の
人
か
ら
入
っ
て
き
た
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

こ
と
で
入
っ
て
き
た
り
す
る
情
報
も
、
陣
定
の
と
き
に
出
て
き
た
話
や
、
公
卿
同
士
の
情
報
交
換
で
聞
い
た
話
な
ど
が
主
と
な
る
。

　

儀
式
や
定
の
場
で
入
手
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、『
院
号
定
部
類
記
』
に
「
後
小
記
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
、『
小
右
記
』
正
暦

二
年
（
九
九
一
）
九
月
一
六
日
の
逸
文
に
、

辰
時
参
内
、
午
時
幸
二
職
御
曹
司
一
、
母
后
御
二
件
曹
司
一
、
今
日
出
家
給
、
仍
有
二
行
幸
一
、
其
儀
如
レ
例
、（
中
略
：
行
幸
）
公
卿
還
着
二
陣

座
一
、
蔵
人
頭
扶
義
於
レ
陣
仰
二
左
大
臣
一
云
、
依
二
御
出
家
一
可
レ
止
二
職
号
及
大
炊
寮
御
稲
・
畿
内
御
贄
一
、
抑
可
レ
有
二
院
号
一
歟
、
若
有
二
判

官
代
・
主
典
代
一
、
若
又
先
例
如
何
、
随
レ
宜
可
二
定
申
一
者
、
公
卿
僉
二-

議
之
一
、
淳
和
后
、
嵯
峨
太
后
、
染
殿
后
国
史
更
不
レ
細
二-

記
其

旨
一
、
院
号
者
以
二
御
領
処
一
為
二
其
号
一
、
不
レ
承
二
其
処
一
為
〔
如
何
ヵ
〕、
又
判
官
代
・
主
典
代
等
事
不
レ
能
レ
尋
二-

得
慥
例
一
、
又
云
、（
後

略
）

と
あ
る
。
こ
れ
は
円
融
后
の
藤
原
詮
子
が
出
家
し
た
と
き
に
行
わ
れ
た
、
詮
子
の
院
号
等
、
出
家
後
の
こ
と
に
つ
い
て
の
定
で
あ
る
。
こ
の
場

で
は
、
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
四
月
庚
辰
（
二
六
日
）
に
太
皇
太
后
と
な
り）（（
（

貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
五
月
に
菩
薩
戒
を
受
け
て
出
家
し
た）（（
（

淳
和

天
皇
の
皇
后
正
子
内
親
王
や
、
天
長
十
年
（
八
三
三
）
二
月
の
仁
明
天
皇
受
禅
と
と
も
に
太
皇
太
后
と
な
り）（（
（

嘉
祥
三
年
三
月
辛
丑
（
二
三
日
）

に
出
家
し
た
嵯
峨
天
皇
の
皇
后
橘
嘉
智
子
、
そ
し
て
、
元
慶
六
年
（
八
八
二
）
正
月
七
日
に
太
皇
太
后
と
な
っ
た）（（
（

文
徳
天
皇
の
皇
后
藤
原
明
子

の
例
が
参
照
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
国
史
）
（（
（

」
に
は
詳
細
な
記
述
は
な
く
、
あ
ま
り
参
考
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
「
公
卿
僉
議
」
と
し
て
記
さ
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れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
定
の
場
で
出
た
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
れ
以
上
の
情
報
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
右
大
臣
期
に
詳
し
く

見
る
こ
と
に
な
る
が
、
公
卿
の
中
で
も
下
臈
の
内
は
よ
ほ
ど
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
な
い
限
り
事
前
に
情
報
を
集
め
よ
う
が
な
い
上
、
い
か
に
定

の
間
に
勘
文
他
関
連
文
書
を
回
覧
す
る
と
は
い
え
、
ど
こ
ま
で
記
録
す
べ
き
か
判
断
す
る
素
地
も
充
分
と
は
い
え
ず
、
時
間
・
能
力
等
、
様
々

な
意
味
で
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る）（（
（

。
三
十
年
近
く
後
の
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
、
実
資
は
右
大
臣
）、
外
祖
父
（
道
長
）
薨
去

時
の
心
喪
の
天
皇
装
束
に
つ
い
て
、
自
身
が
参
議
だ
っ
た
永
祚
二
年
（
正
暦
元
年
、
九
九
〇
）
の
事
例
）
（（
（

に
依
る
べ
し
と
し
つ
つ
も
、
こ
の
頃
は

「
有
二
慮
外
思
一
籠
居
、
亦
為
二
宰
相
一
之
間
不
レ
知
二
雲
上
事
一
、」、
思
い
の
外
の
こ
と）（（
（

が
あ
っ
て
家
に
籠
も
っ
て
い
た
上
、
参
議
で
あ
っ
た
の
で

天
皇
の
身
辺
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
な
い
、
と
断
っ
て
い
る）（（
（

。
参
議
で
あ
っ
た
こ
と
が
中
枢
の
こ
と
に
不
案
内
な
理
由
と
し
て
認
知
さ
れ
え
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
儀
式
や
定
の
場
で
入
手
し
た
情
報
と
共
に
こ
の
時
期
に
多
い
の
が
、「
時
機
」
の
ａ
分
類
、
儀
式
等
の
終
わ
っ
た
後
で
自
ら
調

べ
た
り
他
の
公
卿
と
話
し
た
り
し
て
得
た
情
報
で
あ
る
。
表
一
に
あ
る
よ
う
に
、
実
資
自
身
で
『
清
慎
公
記
』
を
参
照
す
る
場
合
が
多
い
。
た

と
え
ば
、
正
暦
四
年
正
月
七
日
、
白
馬
節
会
に
続
い
て
叙
位
が
行
わ
れ
、
叙
人
が
拝
舞
し
退
出
し
た
後
、

次
撤
レ
案
、
諸
卿
下
レ
殿
再
拝
、
余
云
、
可
レ
有
二
拝
舞
一
、
権
大
納
言
伊
周
卿
云
、
不
レ
可
レ
有
二
拝
舞
一
、
只
再
拝
也
、
仍
右
府
従
レ
之
、
諸

卿
疑
云
、
猶
可
レ
有
二
拝
舞
一
歟
、
余
帰
レ
家
引
二
見
内
裏
式
及
儀
式
・
延
喜
御
日
記
及
他
文
書
等
記
一
、
有
二
拝
舞
一
、
彼
大
納
言
説
極
謬
也
、
内
弁
丞

相
随
二
彼
一
言
一
、
弥
又
謬
也
、
内
弁
着
二
第
一
兀
子
一
、
可
レ
謂
レ
失
、
置
二
左
府
兀
子
一
、
可
レ
着
二
第
二
兀
子
一
歟
、
内
弁
執
二
左
右
白
馬
奏

一
、
付
二
内
侍
一
奏
也
、
両
大
将
不
参
故
也
、（
後
略
）

と
い
う
よ
う
に
公
卿
の
拝
舞
の
有
無
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
内
弁
を
勤
め
た
右
大
臣
源
重
信
は
、
拝
舞
を
な
し
と
す
る
権
大
納
言

伊
周
の
説
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
決
定
に
は
拝
舞
あ
り
と
主
張
し
た
実
資
の
み
な
ら
ず
、
居
合
わ
せ
た
諸
卿
も
疑
義
を
と
な
え
た
ら
し

い
。
実
資
は
節
会
が
終
わ
り
、
家
に
帰
っ
た
あ
と
、
家
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
「
内
裏
式
」『
儀
式
』『
延
喜
御
記
』
や
そ
の
他
の
文
書
な
ど
を
見

て
、
ど
ち
ら
が
正
し
か
っ
た
の
か
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
割
書
に
し
て
い
る
。
伊
周
の
説
が
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
結
果
は
と
も
か
く
、
実
資

の
し
て
い
る
こ
と
は
「
復
習
」
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
表
一
の
の
正
暦
四
年
一
一
月
一
日
に
お
け
る
源
保
光
と
の
や
り
と
り
や
正
暦
四
年
四
月
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八
日
の
実
の
従
兄
弟
で
あ
る
藤
原
公
任
と
の
や
り
と
り
の
よ
う
に
、
後
か
ら
関
連
情
報
を
交
換
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
尚
、
公
任
と
の
情
報
交

換
は
公
任
の
出
家
ま
で
見
ら
れ
、
歳
の
近
い
「
一
家
」
の
者
と
し
て
、
お
互
い
に
情
報
提
供
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る）（（
（

。
そ
う
し
て

儀
式
次
第
・
作
法
等
を
そ
の
都
度
把
握
し
、
ま
た
個
別
事
例
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
に
備
え
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
儀
式
等
の
次
第
・
所
作
・
判
断
の
適
否
・
正
誤
に
関
す
る
細
か
い
話
題
が
多
く
、
蔵
人
頭
期
の
よ
う
な
儀
式
の

梗
概
に
関
わ
る
話
題
が
相
対
的
に
減
少
す
る
。
こ
れ
に
は
、
儀
式
・
政
務
等
の
中
心
に
近
付
い
た
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
細
か
い
こ
と
が
問
題

と
な
る
場
面
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
上
卿
と
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
に
、
公
卿
と

し
て
参
列
で
き
た
儀
式
の
次
第
等
以
外
に
、
接
触
可
能
で
、
書
き
残
す
価
値
の
あ
る
（
使
え
る
）
情
報
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
参
会
者
の
立
場
か
ら
、
手
持
ち
の
記
録
類
を
使
っ
て
知
識
の
整
理
・
拡
充
を
図
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
、

参
議
に
昇
任
し
た
頃
か
ら
手
許
の
も
の
の
充
実
を
図
っ
た
と
み
ら
れ
る）（（
（

『
清
慎
公
記
』
の
参
照
が
増
え
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
が
公
事
情
報
の

ス
ト
ッ
ク
形
成
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
（
ⅲ
）（
権
）
中
納
言:

長
徳
元
年
（
九
九
五
）
～
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）

　

右
の
よ
う
な
状
況
が
中
納
言
に
な
る
と
少
し
変
わ
る
。
儀
式
等
に
参
列
す
る
一
公
卿
と
し
て
、
事
後
に
批
判
・
検
討
す
る
記
事
は
相
変
わ
ら

ず
だ
が
、
権
中
納
言
か
ら
正
官
に
転
じ
た
時
の
拝
舞
の
有
無
に
つ
い
て
『
清
慎
公
記
』
を
参
照
し
た
り
（
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
七
月
二
〇
日

条
）、
太
皇
太
后
昌
子
内
親
王
が
崩
御
し
た
時
に
太
皇
太
后
宮
大
夫
と
し
て
の
着
服
期
間
を
『
醍
醐
御
記
』
で
調
べ
、
令
宗
允
亮
か
ら
「
法
家

文
書
」
等
の
情
報
を
も
ら
っ
た
り
（
長
保
元
年
（
九
九
九
）
一
二
月
一
一
日
条
）
と
、
実
資
が
務
め
て
い
る
官
職
に
関
係
し
て
の
文
字
情
報
の

参
照
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
中
納
言
と
な
り
上
卿
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
外
記
な
ど
か
ら
情
報
が
も

た
ら
さ
れ
る
記
事
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
六
月
一
〇
日
の
御
躰
御
卜
奏
の
記
事
を
み
て
み
る
と
、

逎
仰
二
外
記
守
成
一
云
、
御
躰
御
卜
案
舁
二-

立
敷
政
門
外
一
、
今
日
御
物
忌
、
仍
召
二
外
記
一
見
二
前
例
一
者
、
天
禄
年
中
日
記
云
、
十
一
日
御
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物
忌
、
仍
御
卜
奏
付
二
内
侍
所
一
、
依
二
前
例
一
者
、
仍
先
以
二
蔵
人
奉
光
一
令
レ
奏
二
案
内
一
、（
後
略
）

と
い
う
よ
う
に
、
天
皇
が
物
忌
の
場
合
、
ど
こ
に
付
し
て
奏
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
実
資
が
外
記
を
召
し
て
天
禄
年
中
、
円
融
天
皇
の
と
き
の

例
（
お
そ
ら
く
「
外
記
日
記
」）
を
見
て
い
る
。
こ
の
御
躰
御
卜
奏
で
、
実
資
は
上
卿
を
勤
め
た
ら
し
く
、
諸
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。

他
、
同
年
三
月
二
八
日
の
東
三
条
院
詮
子
病
悩
に
よ
る
大
赦
の
宣
命
作
成
に
当
た
っ
て
も
、
進
行
に
関
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。

公
卿
と
は
い
え
、
上
卿
と
し
て
事
に
当
た
る
こ
と
を
殆
ど
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
参
議
）
（（
（

か
ら
、
中
納
言
と
な
っ
た
こ
と
で
、
情
報
が
下
位
の

者
か
ら
も
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
衛
中
将
の
時
に
参
照
し
た
陣
日
記
の
よ
う
な
所
属
官
司
の
記
録
と
し
て
参
照
さ
れ
る
も
の
だ
け

で
な
く
、
然
る
べ
き
と
こ
ろ
（
主
に
外
記
局
・
弁
官
局
）
か
ら
手
続
き
上
必
要
な
も
の
と
し
て
提
供
さ
れ
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
ⅳ
）（
権
）
大
納
言:

長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
～
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

　

上
卿
と
し
て
公
事
に
関
わ
る
中
で
外
記
な
ど
の
官
人
か
ら
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
記
事
は
、
以
後
も
引
き
続
き
あ
ら
わ
れ
、
実
資
が
直
接
関

与
し
た
公
事
関
係
記
事
の
大
半
を
占
め
る
。
中
納
言
か
ら
右
大
臣
で
致
仕
す
る
ま
で
の
、
実
資
が
上
卿
を
勤
め
る
な
か
で
記
録
類
を
参
照
・
言

及
し
て
い
る
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。「
事
柄
」「
典
拠
」「
情
報
の
流
れ
」
は
表
一
に
同
じ
で
あ
る
。
権
大
納
言
か
ら
正
官
の

大
納
言
に
な
っ
た
後
、
特
に
実
資
よ
り
上
臈
の
大
納
言
が
政
務
運
営
能
力
に
つ
い
て
評
価
の
低
い
藤
原
道
綱
だ
け
に
な
っ
た
寛
弘
八
年
（
一
〇

一
一
）
か
ら
の
『
小
右
記
』
の
残
存
状
況
が
よ
い
こ
と
は
勿
論
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
納
言
、
右
大
臣
と
昇
進
す
る
に
つ

れ
、
手
が
け
る
案
件
の
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
規
模
が
大
き
い
分
、
記
録
・
典
籍
類
を
参
照
せ
ね
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
論
点
も
多
岐
に
わ
た
り
、
関
連
記
事
が
断
続
的
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
、
実
資
は
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
一
一
月
に
行
わ
れ
た
三
条
天
皇
の
大
嘗
会
の
検
校
を
務
め
る
の
だ
が
、
寛
弘
八
年
八
月
一
六

日
に
検
校
以
下
の
行
事
が
定
め
ら
れ
て
か
ら
、
翌
年
に
大
嘗
会
が
終
わ
る
ま
で
、
寛
弘
八
年
八
月
一
八
日
、
九
月
一
・
七
・
一
六
日
、
長
和
元
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表二．上卿勤仕時に言及・参照した文字情報
天皇 実資身分 年 月 日 事項 典拠 情報の流れ

一　

条

権中納言 長徳 2 3 28 大赦 ｢年々詔書｣ 中原致時→実資

長徳 2 6 10 御体御卜に御物忌が重なっ
た場合 外記日記 外記（能登守成 ?）→実

資→「蔵人奉光」
中納言 長保 1 7 2 竈神を移す・諸衛佐参否 外記日記 滋野善言→実資

長保 1 7 2 竈神を移す 外記日記 実資
権大納言 寛弘 5 12 28 殿上人が荷前使に奉仕する

こと 外記日記ヵ 外記→実資

三　
　
　
　
　

条

大納言
寛弘 8 7 11

即位後まだ政が行われてい
ない時に固関を行う場合に
国司に発する文書

外記日記 （文永→道方→天皇）→菅
野敦頼→実資

寛弘 8 8 18 大嘗会の前例 官底の文書類 藤原朝経→実資
儀式 実資→藤原朝経

寛弘 8 8 18 大嘗会行事所設置 儀式 実資→藤原朝経→道長

寛弘 8 9 1 御燈を奉らない場合

延喜斎宮式
実資清慎公記＜日

本三代実録、
外記日記＞

寛弘 8 9 7 書博士不在時の大嘗会印の
作成 ｢大嘗会記文｣ 藤原重尹→実資

寛弘 8 9 16 大嘗会御禊装束・次第司等
や供奉人の定文等 清慎公記 実資→公任

長和 1 4 4 賀茂祭、天暦四年度との状
況の近似 清慎公記 実資

長和 1 4 27 立后・宣制時の舞の有無 式 ｛｢内議｣｝→実資
清慎公記 実資

長和 1 6 27 大嘗会行事所大祓・敷設等 外記日記ヵ 藤原朝経→実資
28 ｢天禄記文｣ 藤原朝経→実資

長和 1 6 30 八月以降の大嘗会大祓 ｢承平記文｣ 藤原朝経→実資

長和 1 7 8 道長上表への勅答の御画日
令

実資→道方→天皇村上御記
清慎公記

長和 1 8 7 大祓の官符を下す国 延喜神祇官式 藤原朝経→実資
儀式

長和 1 8 17 大祓使発遣の時期 延喜神祇官式 実資

長和 1 9 1 御燈を奉らない場合
小右記＜延喜
斎宮式、日本
三代実録、清
慎公記＞

実資

長和 1 9 2 大嘗会に奉仕する人の仏事
への奉仕 ｢承平記文｣ 藤原重尹→実資

長和 1 9 29 大嘗会大祓と国忌を並行す
ること 旧年中行事 直是氏→実資→藤原経通

長和 1 ⑩ 19 大嘗会抜穂使・八神供物 延喜神祇官式 実資
長和 1 ⑩ 19 大嘗宮の造り始め 延喜神祇官式 実資→「弁」

長和 1 ⑩ 27 大嘗会御禊・警蹕等の有無
清涼記

実資儀式
清慎公記

長和 1 ⑩ 27 大嘗会御禊・手振装束 清慎公記 実資

長和 1 11 11 大嘗会・天皇の服着脱作法 延喜神祇官式ヵ｛｢人々｣｝→実資
｢□□（欠）記」道長→実資

長和 1 11 11 大嘗会・鮮味を献ずる 延喜神祇官式 藤原知章→実資
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長和 1 11 23 大嘗会・雨儀 外記日記類ヵ 菅野敦頼→実資
長和 3 3 20 上賀茂社損色文 宣旨目録 実資→藤原経通

後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　

条　
　

長和 5 2 1 宣命草を奏す際、直に摂政
に見せる例 清慎公記 実資

長和 5
2 26 即位後諸国奉幣の宣命の有

無

外記日記 実資
外記日記 小野文義→実資

3 2 ｢九条丞相被
部類文書｣

｛道長→「参会者」｝→実
資

長和 5 2

26

諸国奉幣の日の廃務の有無

（勘文）外記日
記 巨勢文任→実資

27 外記日記 小野文義→巨勢文任→実
資

29 外記日記 実資→藤原資業→道長

長和 5 2 29 諸国奉幣宣旨・官符案等 官に蓄積され
た文書類ヵ 藤原資業→実資

長和 5 2 29 諸国奉幣に関する神祇官の
勘申 ｢古勘文｣ 実資→（資業）

長和 5 3 8 京畿内幣料、切　　を弁・
史が臨検すること 外記日記 実資

長和 5 3 8 詔書覆奏・誰に付すか 村上御記 道長→資平→実資

長和 5 3 9 詔書覆奏後陣座にて披見の
例 清慎公記 実資

寛仁 1 10 6 一代一度仁王会・法要の僧 ｢天慶記文｣ 藤原資業→実資
外記日記 実資→藤原資業

寛仁 1 10 8 一代一度仁王会・大極殿参
入 外記日記ヵ 外記（小野文義 ?）→実

資

寛仁 1 10 13 八十島使日時勘申・どこが
行うか

外記日記 実資→資平→源経頼清慎公記

寛仁 1 10 13 神事の式日に臨時奉幣使が
立つ例

（勘文）外記日
記<外記勘文> 小野文義→実資

寛仁 1 11 9 伊勢宣命に神郡寄進の事を
載せるか否か 外記日記 小野文義→実資

寛仁 1 11 19 賀茂社行幸・神遊・楽人等
への饗の有無 小右記 実資→藤原重尹

寛仁 1 11 29 上下賀茂社四至 格 実資
寛仁 2 11 1 神郡寄進の例 格 実資→源経頼→道長

寛仁 2 11 25 賀茂社神郡寄進・小野郷大
原御蔭山由緒 （解文）｢旧記｣ 鴨久清→実資

寛仁 3 1 5 王氏是定・誰を以て仰すか
吏部王記 頼通→実資
清慎公記 < 橘
氏記 > 実資

寛仁 3 2 7 京官から奉還を待たず畿内
に遷任する者 延喜太政官式 実資→藤原経通

寛仁 3 11 16 新嘗祭・大歌・五節舞の次
第 清慎公記 実資

寛仁 4 10

22

土公の出入りにつき

｢陰陽書｣ 安倍吉平→実資

23

（勘申）新撰陰
陽書

惟宗文高→実資（勘申）周礼
（勘申）雑暦

寛仁 4 11 12 賀茂社・延暦寺の所領 ｢上古官符｣ 延暦寺→賀茂社→実資
寛仁 4 11 21 新嘗祭・大歌別当代の奏請 清慎公記 実資

寛仁 4 11 21 新嘗祭・親が内弁を勤める
時に子を召す例 村上御記 実資
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後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条

寛仁 4 11 21 新嘗祭・上達部不参の際見
参に入れないこと

貞信公記 実資清慎公記
右大臣 治安 1 8 29 除目後、執筆が魚類等を内

記所に給う 清慎公記 実資

治安 1 10 11 停任者還復の宣旨（の詳細）｢局文書｣ 小野文義→実資外記日記

治安 1 11 4 天慶四年十一月の官奏と内
覧、同日か否か

九暦 行成→実資貞信公記
清慎公記 実資→行成

治安 1 11 16 不堪申文・難書を定め仰せ
た後 ｢申給｣ と仰す 清慎公記 実資

治安 3 1 7 七日節会・下名を給う時の
式部丞所作 ｢判官記｣ 実資

治安 3 9

1

八省院築造忌方

（勘文）新撰陰
陽書 安倍吉平→源経頼→実資

八卦 実資→源経頼→道長・頼
通

陰陽書

賀茂守道→実資
｢八卦注｣
三公地基経
｢天延二年勘
文｣ 等

2

｢天禄四年勘
文｣ < 陰陽書
>

賀茂守道→実資→源経頼
→道長・頼通

｢天延二年勘
文｣ < ｢八卦
注｣ >
｢天暦六年勘
文 ｣ < 尚 書
暦・暦例・三
公地基経 >

治安 3 12 9 荷前使発遣の日取り 清慎公記 実資
万寿 1 1 7 七日節会・奏楽曲数 清慎公記 実資

万寿 1 5 23 新年号

（年号勘文）尚
書 広業→実資（年号勘文）老
子

万寿 1 7 13 改元後の官奏に吉書を撰ば
ないこと

｢康保以後奏
報｣ 実資

万寿 1 9 17 童親王の出仕の例

外記局文殿の
文書類 清原頼隆→実資

日本文徳天皇
実録 実資→清原頼隆

万寿 1 12 10 元日擬侍従より先に荷前使
の式日を定める例 清慎公記 実資

万寿 2 2 13 米調庸麁悪の罪科 ｢調庸麁悪格
官符｣ 等 源経頼→実資

万寿 2 3 6 桓武天皇国忌 年中行事 実資（→資平→頼通）※
後日

万寿 2 7 18 東大寺大仏殿御読経僧数 清慎公記 実資→源経頼

万寿 2 8 5 公卿触穢時の釈奠奠
清慎公記 < 外
記日記 > 実資→清原頼隆

6 外記日記 清原頼隆→実資
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万寿 2 10 3 僧正に輦車をゆるす宣旨を
下す先

外記日記 清原頼隆→実資
清慎公記

実資「弾正宣旨」
検非違使類聚
外記日記

万寿 2 10 5 興福寺別当の宣旨を下す人 清慎公記 実資

万寿 3 1 17 院号定・東三条院の例 小右記 実資
外記日記 源成任→「諸卿」・実資

万寿 3 4 1 旬儀・六衛府番奏の列次

延喜式部省式

実資

九暦 < 吏部王
記 >

後　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

条

小右記 < 延喜
式部省式・外
記日記・清慎
公記 >

万寿 3 4 1 旬儀・奏楽、罷出音聲の奏
不 清慎公記 実資

長元 1 2 27 石清水臨時祭前に仁王会・
季御読経を行う例 小右記 実資→源経頼→頼通

長元 1 11 3 新嘗祭・外祖父薨去翌年の
天皇出御 小右記 実資→源経頼→頼通

長元 2 1 1 元日節会・雨儀の近衛陣 外記日記 清原頼隆→実資
2 外記日記 清原頼隆→実資

長元 2 4 1 旬儀・番奏の列次 延喜式部省式 実資

長元 2 7 16 申文難書 史記 （源光清→藤原頼任→）実
資→藤原頼任→源光清

長元 2 8 4 降雪の例
（勘文）｢国史｣ 清原頼隆→実資→（藤原

頼任→ ? →天皇）（勘文）外記日
記

長元 3 6 28 源相高罪名勘申

（罪名勘文）太
政官府

令宗道成→源経頼→実資（罪名勘文）職
制律

（罪名勘文）名
例律

長元 3 9 16 犬が御鎰袋を噛み破ったこ
とにつき御占有無 外記日記 小野文義→藤原経任→実

資
長元 4 1 7 節会参入の次第 清慎公記 実資

長元 4 1 12 王氏爵・不参の親王のもと
への使 清慎公記 実資→藤原経任→頼通

長元 4 8
7

女人配流の例
「国史」 小野文義→実資

8 「国史」 小野文義→実資
10 「国史」 小野文義→実資

長元 4 8 8 配流先の国 獄令 実資→藤原経任→頼通延喜刑部省式

長元 4 8 8 配流関係の宣旨・官符等の
手続き 延喜刑部省式 実資→藤原経任→頼通

長元 4
8 24

伊勢内・外宮祢宜等叙位

清慎公記 資平→実資
25 外記日記 小野文義→実資

9 4 ｢官符｣ 頼通→藤原経任→実資
6 外記長案 小野文義→実資

長元 4 8 25 伊勢神宮への宣命 清慎公記 実資
長元 4 9 5 勘を免じられた親王の服務 清慎公記 実資
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長元 4 9 5 軽犯者の赦免 検非違使類聚 藤原経任→実資

長元 4 9 13 殿上所充・関白に内定を請
うこと 清慎公記 実資

長元 4 9 16 殿上所充・参入の刻限 清慎公記 実資→頼通

長元 4 9
22

賀茂斎院故なく退出の例
｢国史｣ 実資

23 ｢国史｣ 小野文義→実資→藤原経
任→頼通外記日記

長元 4 9 28 賀茂斎院卜定の例 外記日記ヵ 小野文義→実資

長元 5 3 13 斎院不在時の賀茂祭使戌日
還儀 外記日記 小野文義→実資

長元 5 8 25 調庸を免ずる詔が金に適用
されなかった例 清慎公記 実資

長元 5 12 12 丙穢の人の参内の例 村上御記 資平→実資
14 村上御記 実資→藤原経任→頼通

長元 5 12 14 除目と直物の上卿が異なる
こと 清慎公記 実資

長元 5 12 19 賀茂社領を削ること 清慎公記 実資→藤原経任→頼通

後
朱
雀

長久 1 11 10 新年号

（年号勘文）
帝王世記 大江挙周→実資（年号勘文）
老子

（年号勘文）
翰苑 藤原義忠→実資

（年号勘文）
尚書 孝親→実資（年号勘文）
文選

・「　」は原文の表現をそのまま使用
・＜＞は参照文献中に引用されているもの
・｛　｝は複数人が居合わせた場を示す
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年
六
月
二
七
・
二
八
・
三
〇
日
、
八
月
七
・
一
七
日
、
九
月
一
・
二
・
二
九
日
、
閏
一
〇
月
一
九
・
二
七
日
、
一
一
月
一
一
・
二
三
日
、
と
い

う
よ
う
に
大
嘗
会
関
連
の
記
録
類
参
照
記
事
が
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
準
備
中
に
、
外
記
・
弁
官
等
に
勘
申
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

彼
等
に
指
示
を
下
す
中
で
、
彼
ら
に
必
要
な
文
字
情
報
（
の
在
処
）
を
示
し
た
り
す
る
場
面
も
少
な
く
な
い
。

　

大
嘗
会
の
前
年
（
寛
弘
八
年
）
八
月
一
六
日
に
検
校
以
下
の
行
事
が
定
め
ら
れ
て
ほ
ど
な
く
（
同
一
八
日
）、

左
中
弁
来
云
、
大
嘗
会
事
官
底
無
二
前
例
文
一
者
、
件
事
見
二
儀
式
二
三
四
巻
一
、
取
二-

出
件
巻
一々
令
レ
見
畢
、
写
取
引
二-

合
他
書
等
一
、

若
無
二
相
違
一
、
就
二
式
文
一
可
レ
行
之
由
相
示
了
、

と
あ
る
よ
う
に
、
悠
紀
行
事
弁
で
あ
る
左
中
弁
藤
原
朝
経
が
官
底
に
依
拠
で
き
そ
う
な
先
例
を
記
し
た
文
が
な
い
か
ら
と
尋
ね
て
き
た
の
に
対

し
、
実
資
は
『
儀
式
』
の
二
・
三
・
四
巻
を
写
さ
せ
、
他
の
文
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
で
違
い
が
な
け
れ
ば
『
儀
式
』
の
文
に
即
し
て
行
う

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　

表
二
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
関
連
記
事
が
断
続
的
に
続
く
も
の
は
、
残
存
状
況
の
関
係
も
あ
り
後
一
条
朝
に
多
く
見
ら
れ
る
。
長
和
五
年

の
大
神
宝
使
や
度
々
の
賀
茂
祭
等
の
上
卿
、
寛
仁
元
年
の
一
代
一
度
仁
王
会
や
賀
茂
社
行
幸
及
び
神
郡
寄
進
の
検
校
）
（（
（

を
勤
め
た
際
の
も
の
等

で
、
官
人
か
ら
の
情
報
も
官
人
に
示
し
た
情
報
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
殆
ど
が
、『
延
喜
式
』『
儀
式
』『
清
涼
記
』
等
の
官
撰
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
法
典
・
儀
式
書
や
、
公
日
記
の
「
外
記
日
記
」、

各
種
記
文
等
の
そ
れ
を
編
集
し
た
も
の
、
官
司
の
も
の
で
は
な
い
が
閲
覧
可
能
で
あ
っ
た
三
代
御
記
、
官
司
に
蓄
積
さ
れ
た
「
起
請
」「
定

文
」
な
ど
、
一
定
の
手
続
き
（
外
記
等
に
よ
る
勘
申
な
ど
）
の
も
と
に
公
開
さ
れ
る
も
の
や
、
殿
上
に
候
ず
る
者
で
あ
れ
ば
持
っ
て
い
て
し
か

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
納
言
に
な
っ
て
か
ら
見
え
だ
し
た
公
日
記
や
法
令
類
の
参
照
記
事
に
、
一
代
一
度
の
こ
と
や
、
神
郡
寄
進

等
、
臨
時
の
儀
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
中
納
言
期
に
担
当
し
た
公
事
が
恒
例
の
も
の
で
あ
っ
た
の
と
比
べ
る

と
、
大
納
言
の
地
位
の
重
要
性
、
権
限
の
広
が
り
が
窺
え
る
。

　

実
資
の
官
職
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
は
、
大
納
言
と
し
て
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
七
月
一
七
日
、
一
条
天
皇
崩
御
後
の
大
納
言
の
装
束
に
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つ
い
て
菅
野
敦
頼
に
「
外
記
日
記
」
を
調
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
正
月
五
日
、
正
月
叙
位
議
を
大
納
言
が
行
う
例
を

『
清
慎
公
記
』
や
『
醍
醐
御
記
』
で
調
べ
た
り
、
同
年
二
月
二
日
、
身
内
に
妊
娠
者
が
い
る
場
合
の
奉
幣
の
是
非
に
つ
い
て
『
貞
信
公
記
』
を

調
べ
た
り
し
て
い
る
。
一
本
御
書
所
別
当
を
務
め
て
い
た
寛
弘
八
年
七
月
一
三
日
に
は
代
替
わ
り
後
の
月
奏
に
つ
い
て
、
御
書
所
に
蓄
積
さ
れ

た
月
奏
案
や
官
底
の
文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
の
官
人
経
由
で
閲
覧
し
、
さ
ら
に
『
清
涼
記
』
を
自
ら
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
実
資
は
、
権
大
納
言
昇
任
か
ら
ほ
ど
経
ず
し
て
右
近
衛
大
将
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
右
近
衛
府
の
運
営
や
関
連
儀
式
に
関
す
る
情
報

の
参
照
・
言
及
が
上
卿
関
係
記
事
と
は
別
の
系
統
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
表
三
が
右
近
衛
大
将
関
連
の
記
録
類
参
照
記
事
の
一
覧
に
な

る
。
寛
弘
二
年
（
一
〇
〇
五
）
正
月
一
八
日
の
賭
弓
や
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
七
月
二
九
日
の
相
撲
奏
等
、
射
礼
や
賭
弓
、
相
撲
等
の
近
衛

府
が
関
わ
る
儀
式
に
関
し
て
、
次
第
や
手
続
き
を
確
認
す
る
記
事
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
年
七
月
二
七
日
の
擬
近
衛
奏

や
、
同
年
九
月
二
一
日
の
公
事
を
懈
怠
し
た
者
へ
の
罰
則
等
、
右
近
衛
府
の
運
営
に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
指
示
を
下
し
た
り
も
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
右
大
臣
期
も
通
じ
て
時
を
経
る
に
随
い
減
少
傾
向
を
示
す
。
こ
れ
は
、
寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
一
〇
月

一
五
日
に

四
条
大
納
言
為
二
聟
左
将
軍
一
抄
二-

出
大
将
作
法
事
等
一
、
被
二
見
送
二
、
殊
無
二
珎
事
一
、
書
留
明
日
可
二
返
奉
一
、
又
有
二
被
レ
疑
問
送
事
等
一
、

と
、
公
任
が
聟
の
藤
原
教
通
の
た
め
に
、
近
衛
大
将
の
儀
式
作
法
等
を
ま
と
め
た
「
大
将
要
抄
」（『
北
山
抄
』
巻
八
）
を
撰
し
、
実
資
の
許
に

送
っ
て
披
閲
（
チ
ェ
ッ
ク
）
を
求
め
て
い
る
の
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
三
で
は
こ
の
記
事
の
前
後
を
二
重
線
を
も
っ
て
画
し
た

が
、
実
際
、
こ
の
記
事
以
前
の
一
六
年
間
で
一
五
件
、
以
後
二
六
年
間
で
七
件
と
な
っ
て
お
り
、
記
録
類
の
参
照
頻
度
が
落
ち
る
。
実
資
自
身

の
知
識
の
蓄
積
も
勿
論
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
記
事
に
「
書
留
明
日
可
二
返
奉
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
資
も
「
大
将
要
抄
」
か
ら
使
え
る

情
報
を
書
き
留
め
、
そ
の
後
活
用
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。

　

上
卿
・
右
大
将
と
し
て
の
は
た
ら
き
ぶ
り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
実
資
自
身
が
直
接
上
卿
等
の
形
で
関
わ
ら
な
い
こ
と
に
関
す

る
文
字
情
報
の
参
照
の
仕
方
も
変
わ
っ
て
く
る
。
実
資
よ
り
上
に
は
道
長
・
頼
通
、
顕
光
、
公
季
、
道
綱
、
の
ち
教
通
が
加
わ
っ
た
時
期
で
、
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表三．右近衛大将関連での参照・言及

年 月 日 事項 典拠 情報の流れ
寛弘 2 1 18 射手奏・兵衛奏・矢取奏後の復座 清慎公記 実資

九暦 斉信→実資

1 18 左右引き分け時の乱声・拝舞、給禄 清慎公記＜左右
近衛府例＞ 実資

7 29 相撲抜出・東宮参上時の宮司等の座につき ｢式｣ 実資
寛弘 8 12 17 諒闇の年の手結饗禄 九暦 公季→実資

清慎公記 実資
12 19 諒闇の年の奏時・名対面の有無 清慎公記 実資→道長

長和 2 1 26 近衛中少将の随身を祭陪従にすること ｢起請｣ 実資→紀正方→藤原
兼隆

4 1 旬儀・左右近衛府舞 醍醐御記 実資
7 22 近衛府・番長補任 ｢起請｣ 実資→源雅通→道長

7 27 擬近衛奏
｢九条殿記｣

実資→下毛野公頼→
源雅通貞信公記

村上御記
7 29 相撲奏・奏状の内容 村上御記 実資
7 29 相撲召合・進み順 ｢延長四年記｣ 実資

9 21 近衛府・公事を懈怠した者の給物 ｢起請｣ 実資→播磨保信→府
生等

長和 3 12 4 府生奏への加署 ｢年々定文｣ 実資小右記
長和 5

2 7 即位儀・小安殿着御時の警蹕の有無

内裏式

実資清涼記
外記日記
九暦

寛仁 1

8 26 駒牽・左右馬寮の馬を東宮（主馬署）に渡す

天慶七年宣旨 小野文義→実資

駒牽解文 （小野文義 ?）→実資
→公任

醍醐御記 実資
8 26 近衛府、院随身を出す 永観二年宣旨 小野文義→実資

寛仁 3 1 19 賭弓・禄 清慎公記 実資

7 27 相撲召合・勧盃・行酒の役 清慎公記 実資九暦
万寿 1 7 30 相撲抜出・勧盃時の近衛中将以下の動き 蔵人式 実資
万寿 4 1 18 賭弓・重服の射手装束 清慎公記 実資→藤原顕基
長元 4 7 16 相撲召合・坎日で延引 外記日記 実資→（藤原経任）

7 24 相撲楽・月蝕で停止 外記日記 小野文義→実資

・「　」は原文の表現をそのまま使用
・＜＞は参照文献中に引用されているもの
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道
長
・
頼
通
は
と
も
か
く
、
顕
光
と
道
綱
の
評
価
が
低
く
、
実
資
が
有
能
な
公
卿
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
他
者
の
行
動
・

判
断
に
つ
い
て
、
事
前
に
関
与
す
る
記
事
が
増
え
、
各
時
期
の
参
照
数
中
半
数
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
事
前
に
関
与

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
者
が
実
資
に
助
言
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
廟
堂
に
お
け
る
実
資
の
存
在
感
が
増
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

例
え
ば
、『
小
右
記
』
長
和
二
年
（
一
〇
一
三
）
四
月
一
日
条
で

（
前
略
）
頭
弁
云
、
南
殿
懸
二
壁
代
一
如
何
、
夏
旬
懸
二
木
皮
壁
代
一
如
何
、
但
装
束
記
文
注
下
懸
二
壁
代
一
之
由
上
者
、
予
〔
参
〕
答
云
、
御
装

束
事
只
依
二
装
束
記
文
一
、
但
近
代
夏
旬
無
二
壁
代
一
、
参
上
後
見
レ
之
無
二
壁
代
一
、
着
〔
若
〕
撤
却
歟
、（
後
略
）

　

夏
の
旬
政
に
つ
い
て
「
装
束
記
文
」
に
は
南
殿
に
壁
代
を
掛
け
る
と
あ
る
が
そ
れ
で
い
い
の
か
、
と
蔵
人
頭
の
藤
原
朝
経
よ
り
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
実
資
が
「
近
代
」
で
は
壁
代
を
掛
け
な
い
と
答
え
て
い
る
例
や
、
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
八
月
一
八
日
条
、

（
前
略
）
関
白
使
木
工
頭
輔
尹
被
レ
今
〔
命
〕
云
、
任
大
臣
後
可
レ
奉
二
朝
服
・
笏
・
封
等
鹿
嶋
・
香
取
一
云
々
、
或
云
、
可
レ
奉
二
装
束
一
者
、

尋
二
入
道
例
一
、
無
二
一
枚
文
書
一
、
忽
無
レ
知
二
其
事
一
者
、
至
下
被
レ
入
二
勧
学
院
・
施
薬
院
等
一
之
例
文
等
上
各
在
二
後
〔
彼
〕
院
一
、
唯
鹿
嶋

等
例
未
レ
能
二
尋
得
一
、
許
〔
計
〕
也
有
二
故
小
野
宮
例
文
一
歟
、
可
二
写
送
一
者
、
令
レ
申
云
、
彼
時
文
書
者
故
三
条
殿
悉
焼
亡
、
見
二
御
日
記

一
無
二
其
事
一
、
件
御
日
記
大
納
言
為
レ
令
二
部
類
一
切
寄
、
如
レ
此
之
間
漏
〔
失
〕
歟
、
但
九
条
殿
承
二
貞
信
公
〔
教
〕
一
所
レ
被
二
注
置
一
之
口

伝
大
略
所
レ
見
也
、
定
候
歟
、（
後
略
）

と
、
大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
後
の
鹿
嶋
・
香
取
両
社
へ
の
奉
献
に
つ
い
て
藤
原
頼
通
か
ら
藤
原
輔
尹
を
使
い
と
し
て
問
い
合
わ
せ
て
き
て
、
実
資

が
『
清
慎
公
記
』
の
該
当
箇
所
は
な
い
か
ら
と
「
貞
信
公
教
命
」
を
以
て
そ
れ
に
答
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
に
な
る
と
公
任
も
昇
進
し
、
重
要
な
儀
の
上
卿
を
勤
め
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
公
事
に
つ
い

て
も
お
互
い
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
、
公
任
が
上
卿
を
勤
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
記
事
も
み
ら
れ
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
実
資
の
廟
堂
で
の
地
位
の
上
昇
に
加
え
、
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
が
政
治
状
況
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
一
上
・
左
大
臣
道
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長
と
天
皇
の
関
係
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
三
条
朝
と
）
（（
（

、
道
長
・
頼
通
が
外
孫
・
甥
に
当
た
る
天
皇
の
摂
政
と
し
て
政
務
に
当
た
っ

た
後
一
条
朝
と
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
や
り
と
り
の
相
手
や
話
題
、
参
照
さ
れ
る
も
の
が
異
な
る
。

　

実
資
は
、
三
条
天
皇
か
ら
厚
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
か
、
蔵
人
頭
か
ら
の
情
報
、
ま
た
は
天
皇
の
身
辺
の
こ
と
に
関
す
る
蔵
人

頭
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
、
天
皇
が
絡
ん
だ
情
報
の
流
れ
の
な
か
で
言
及
・
参
照
さ
れ
る
情
報
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
長
和
三
年
二
月
九
日
の

彗
星
に
関
す
る
天
文
勘
文
の
写
し
が
資
平
経
由
で
頭
弁
藤
原
朝
経
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
は
前
者
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
後
者
に
つ

い
て
も
、
長
和
二
年
七
月
六
日
の
天
皇
が
錫
紵
を
服
す
日
と
薨
奏
の
日
を
別
日
と
す
る
例
の
有
無
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
薨
奏
が
あ
る
時
の
相

撲
の
音
楽
等
の
有
無
に
つ
い
て
、
頭
弁
朝
経
が
や
は
り
資
平
経
由
で
実
資
に
聞
い
て
き
た
り
し
て
い
る）（（
（

。
朝
経
は
長
和
元
年
度
の
大
嘗
会
で
行

事
弁
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
つ
な
が
り
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
蔵
人
は
天
皇
が
補
任
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
実
資
と

の
連
絡
に
も
都
合
の
よ
い
者
を
え
ら
ん
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
、
長
和
四
年
か
ら
は
資
平
が
頭
中
将
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
天
皇
身
辺
に
蔵
人
頭
経
由
で
直
接
届
く
よ
う
な
記
事
は
、
後
一
条
朝
に
は
見
ら
れ
な
い
。
一
旦
摂
政
・
関
白
で
あ
る
道
長
・

頼
通
を
必
ず
経
由
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

道
長
・
頼
通
と
の
や
り
と
り
の
数
そ
の
も
の
は
三
条
朝
・
後
一
条
朝
通
じ
て
大
し
て
変
わ
ら
な
い
。
但
し
話
題
が
か
な
り
異
な
る
。
表
四
は

三
条
朝
と
後
一
条
朝
の
道
長
・
頼
通
と
の
や
り
と
り
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

三
条
朝
は
大
嘗
会
・
改
元
の
他
は
東
宮
関
連
や
道
長
自
身
に
関
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
、
つ
ま
り
道
長
は
、
天
皇
身
辺
や
公
事
全
般
に
関

わ
る
情
報
収
集
に
は
（
少
な
く
と
も
実
資
を
通
し
て
は
）
さ
ほ
ど
熱
心
で
な
か
っ
た
の
に
対
し
）
（（
（

、
後
一
条
朝
で
は
自
身
の
こ
と
だ
け
で
な
く
天

皇
身
辺
の
こ
と
か
ら
儀
式
の
停
否
ま
で
、
様
々
な
こ
と
が
や
り
と
り
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
道
長
が
天
皇
と
あ
ま
り
良
い
関
係
を
築
か
な
か
っ
た
三
条

朝
は
、
一
上
と
し
て
最
低
限
の
務
め
は
果
た
す
も
天
皇
と
は
積
極
的
に
関
わ
ら
ず
、
外
孫
の
東
宮
に
か
ま
け
て
い
た
が
、
そ
の
東
宮
が
天
皇
と

な
っ
た
後
一
条
朝
で
は
、
摂
政
関
白
と
し
て
天
皇
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
積
極
的
に
情
報
を
集
め
た
り
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
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表四．三条朝～道長薨去前の道長・頼通関連記事

年 月 日 事項 典拠 情報の流れ

三　
　

条　
　
　
　

寛
弘
８

7 30 忠平が太政大臣に任じた時 公卿補任 道長・公季・実資
8 18 大嘗会行事所設置につき 儀式 実資→藤原朝経→道長
12 19 諒闇の年の奏時・名対面の有無につき 清慎公記 実資→道長

長
和
１

11 11 大嘗会・天皇の服着脱作法につき 延喜神祇官式ヵ｛｢人々｣｝→実資
｢□□（欠）記」道長→実資

12 25 寛弘改元時大江匡衡が勘申した ｢寛
仁｣ の典拠 漢書 実資→実資

２ 1 14 御斎会結願・内論義入場につき 西宮記 ｛道長→（参列者）｝→実資

３

10 21 東宮、母后と対面につき 太后御記 実資→藤原頼任→道長
10 22 東宮、母后と対面につき 太后御記 道長→藤原頼任→資平→実資
11 15 東宮、母后と対面につき 太后御記 道長→資平→実資

11 17 祖母に覲える例（母后に覲えること
及び禄の例） 宇多御記 道長→資平→実資

11 28 東宮御読書始・管弦の有無につき 九暦 ｛道長→ ｢諸卿｣｝→実資

４
4 29 天皇御薬の間の官奏につき 清慎公記 実資→資平→道長
7 10 天皇御薬の間の官奏につき 清慎公記 実資→資平→道長
6 30 節折大祓・閏六月がある場合 外記日記 実資→資平→道長

後　
　

一　
　

条　
　
　

長
和
５

3 2 即位後諸国奉幣の宣命の有無 ｢九条丞相被部
類文書｣ ｛道長→ ｢参会｣ 者｝→実資

2 29 諸国奉幣の日の廃務の有無 外記日記 実資→藤原資業→道長

3 3 庇饗につき 小右記 実資→道長
清慎公記 実資→資平→道長

3 8 詔書覆奏・誰に付すか 村上御記 道長→資平→実資

4 4 除目直物・公卿給を下す方式につき
貞信公記

実資→（資平 ?）→道長清慎公記
八条大将記

寛
仁
１

11 19 父の大饗に子が列すべきか否か 清慎公記ヵ 実資→道長
12 1 任太政大臣大饗座次につき 小右記 実資→道長
12 30 天皇元服・巾子を着けるか否か 平親信記 ｛行成→道長｝→資平→実資

２
11 1 神郡寄進の例 格 実資→源経頼→道長

12 17 敦康親王薨去、来年朝拝の停否 醍醐御記 < 外
記日記 > 実資→道長

３
1 3 拝覲時の給禄等につき

清涼記 藤原経通→実資
村上御記 実資→道長・頼通清涼記
太后御記 道長→実資

1 5 王氏是定・誰を以て仰すか 吏部王記 頼通→実資
4 18 刀威入寇・警固につき 外記日記 ｛頼通→ ｢諸卿｣｝→実資

４ 8 18 任大臣の後鹿島・香取両社への奉幣 清慎公記 実資→輔尹→頼通貞信公教命
万寿 1 10 30 梅宮祭日取り 「年中行事」 頼通→清原頼隆→実資

２

4 3 皇后崩御による賀茂際停否 外記日記 実資→清原頼隆→頼通

8 23 嬉子への贈位・日取り等 村上御記 実資→清原頼隆→頼通外記日記
8 29 嬉子への贈位・勅使人選 村上御記 頼通→藤原顕基→実資

・「　」は原文の表現をそのまま使用
・＜ ＞は参照文献中に引用されているもの
・｛　｝は複数人が居合わせた場を示す
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う
。
道
長
・
頼
通
に
と
っ
て
、
実
資
は
公
事
運
営
に
必
要
な
情
報
の
主
要
な
提
供
元
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
（
変
え
ら
れ
な
い
）
が
、
そ

れ
を
ど
う
利
用
す
る
か
は
彼
ら
の
事
情
次
第
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
不
変
だ
が
、
そ
こ
を
流
れ
る
情
報
の
性
格
は
政
治
状
況
を
反
映
し
や

す
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
（
ⅳ
）
右
大
臣:
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
～
長
久
四
年
（
一
〇
四
三
）

　
　
　
　
　
　
　

※
本
文
は
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
ま
で
、
逸
文
は
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
ま
で
。

　

右
大
臣
と
な
る
と
、
さ
ら
に
様
々
な
情
報
が
実
資
の
許
に
流
れ
込
ん
で
く
る
。
こ
れ
は
、
右
大
臣
と
な
っ
た
こ
と
で
、
節
会
等
、
よ
り
重
要

な
儀
式
に
関
わ
り
、
ま
た
、
筆
頭
大
臣
で
あ
る
左
大
臣
頼
通
は
関
白
を
兼
ね
て
い
る
た
め
に
定
に
は
加
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
一
上
と
し
て

様
々
な
政
務
の
処
理
に
当
た
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
端
的
に
表
す
の
が
、
年
号
勘
文
の
存
在
で
あ
る
。
改
元
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
大
臣
の
許
に
年
号
勘
文
が
持
っ
て
こ
ら
れ
る
。
七
月

に
万
寿
へ
改
元
さ
れ
る
治
安
四
年
（
一
〇
二
四
）
五
月
二
三
日
、

藤
宰
相
持
来　

年
号
勘
文

勘
申

　

年
号
事

　

承
天
尚
書
曰
、
各
守
爾
典
、
以
承
天

休
、
守
其
常
法
、
承
天
美
道
也
、

　

地
寧
孝
子
曰
、
天
得
一
以
清
、
地
得
一
以

寧
、
定
地
安
静

而
不
動
揺
、 

王
侯
得
一
以
貞
也
、

右
依
二　

宣
旨
一
勘
申
如
レ
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議
兼
伊
予
権
守
藤
原
朝
臣
広
業

と
い
う
よ
う
に
、
文
章
道
出
身
の
参
議
、
藤
原
広
業
の
持
っ
て
き
た
年
号
勘
文
が
、
こ
の
部
分
は
略
本
で
し
か
残
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
小
右
記
』
に
は
改
元
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
他
に
逸
文
も
含
め

て
残
っ
て
い
る
の
は
、
大
臣
に
な
る
前
で
は
寛
和
・
永
延
・
永
祚
・
正
暦
・
長
徳
・
長
和
・
治
安
へ
の
改
元
時
で
あ
る
。
参
議
期
ま
で
の
改
元

関
係
記
事
は
「
有
二
改
元
定
一
」
な
ど
、
素
っ
気
な
い
こ
と
が
多
い
。
寛
和
度
・
正
暦
度
は
『
小
右
記
』
が
広
本
で
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
で
あ
る
。

　

大
納
言
の
中
で
も
臈
次
の
上
が
っ
た
寛
弘
九
年
（
一
〇
一
二
）
一
二
月
、
長
和
へ
の
改
元
定
）
（（
（

で
は

詣
二
左
府
一
、
相
府
云
、
令
二
参
内
一
、
可
レ
定
二-

申
改
元
事
一
、
年
号
両
博
士
宣
義
、
通
直
、
勘
申
也
、
内
々
所
レ
見
、
故
匡
衡
大
宮
院
御
時

所
二
勘
申
一
之
〔
者
ヵ
〕
寛
仁
・
寛
弘
也
、
寛
仁
最
吉
、
而
仁
字
有
レ
諱
、
仍
不
レ
被
レ
用
、
彼
勘
文
不
レ
能
二
求
出
一
、
件
寛
仁
勘
文
可
二
勘
申

一
之
由
度
々
仰
二
両
儒
一
、
而
申
云
、
寛
仁
文
書
不
レ
得
二
引
出
一
者
、
予
云
、
漢
書
帝
紀
文
云
、
寛
仁
愛
レ
人
、
意
額
〔
豁
〕
如
也
、
相
府
驚

取
二-

遣
帝
紀
一
、
開
二
見
其
文
一
、
黄
昏
左
府
以
下
参
内
、
頭
中
将
公
信
、
下
二-

給
年
号
勘
文
一
、
西
〔
両
〕
儒
連
署
、
於
二
左
府
一
可
レ
令

二
諸
卿
定
申
一
者
、
勘
申
云
、
大
初
・
政
和
・
長
和
、
諸
卿
大
初
・
政
和
不
レ
宜
、
此
中
長
和
頗
宜
、
和
字
不
快
云
々
、（
後
略
）

定
の
前
の
道
長
と
の
や
り
と
り
を
記
し
た
実
線
部
で
、
寛
弘
改
元
の
時
に
候
補
と
し
て
出
さ
れ
た
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
「
寛
仁
」
を
今
回
使

い
た
い
が
典
拠
が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
道
長
に
対
し
、
実
資
が
典
拠
（『
漢
書
』）
を
教
え
る
様
子
が
記
さ
れ
、
後
に
続
く
点
線
部
で
夕
方
行

わ
れ
た
定
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
右
大
臣
目
前
の
寛
仁
五
年
（
一
〇
二
一
）
二
月
、
治
安
へ
の
改
元
定
）
（（
（

に
つ
い
て
も

今
日
被
レ
定
二
改
元
并
革
命
事
一
、
而
無
二
其
告
一
、
早
朝
間
達
二
大
納
言
御
許
一
、
報
云
、
于
レ
今
無
レ
告
、
只
被
レ
仰
二
式
部
大
輔
広
業
着
座
停

止
事
一
者
、
依
レ
為
二
儒
者
一
可
二
是
定
一
歟
、
件
事
左
大
臣
所
レ
被
二
承
引
一
也
、（
後
略
）

と
、
当
日
朝
に
な
っ
て
も
定
の
し
ら
せ
が
来
な
か
っ
た
こ
と
や
、
儒
者
で
も
あ
る
藤
原
広
業
（
こ
の
時
参
議
）
が
着
座
を
停
め
ら
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
公
任
と
の
や
り
と
り
な
ど
、
多
少
詳
し
い
記
述
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

大
臣
に
な
っ
た
あ
と
で
は
、
先
に
挙
げ
た
万
寿
改
元
時
の
よ
う
に
詳
細
な
記
述
が
他
で
も
見
ら
れ
る
。
長
元
に
改
元
さ
れ
る
万
寿
五
年
（
一

〇
二
八
）
七
月
二
五
日
に
は
、
関
白
頼
通
か
ら
風
病
の
た
め
参
内
で
き
な
い
と
の
知
ら
せ
が
入
り
、
常
赦
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
も
か
か



　　お茶の水史学　56号　　166

わ
ら
ず
、
赦
の
対
象
と
な
る
べ
き
軽
犯
者
を
勘
申
す
る
明
法
官
人
が
喪
や
故
障
で
出
仕
で
き
な
い
等
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
と
に
も
か
く
に
も

実
資
は
参
内
し
、
陣
座
に
候
じ
て
い
る
。

余
下
二
手
車
一
参
入
、
候
レ
陣
之
間
諸
卿
参
入
、
大
納
言
斉
信
、
中
納
言
道
方
・
師
房
、
参

議
経
通
・
資
平
・
定
頼
・
公
成
、
ー
、

為
政
・
通
直
・
挙
周
等
勘
申
年
号
文
下
定
、
為
政
勘
二
天
祐
・
長

元
・
長
育
一
、
通
直

勘
二
玄
通
一
、
挙
周
勘
二

延
世
・
延
祚
・
政
善
一
、
僉
議
云
、
為
政
朝
臣
勘
申
長
元
勝
レ
他
、
以
二
頭
弁
一
申
二-

達
関
白
一
、
亦
付
二
三
人
勘
状
一
、
亦
詔
書
趣
同
申
達
也
、（
後

略
）

大
納
言
藤
原
斉
信
、
中
納
言
源
道
方
等
計
七
人
の
公
卿
が
参
入
し
、
慶
滋
為
政
や
大
江
通
直
・
大
江
挙
周
の
勘
申
し
た
年
号
か
ら
為
政
の
勘
申

し
た
長
元
を
え
ら
び
、
頭
弁
藤
原
重
尹
に
付
し
て
頼
通
に
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
誰
が
ど
の
よ
う
な
年
号
を
勘
申
し
た
か
が
注
記
し
て
あ

る
（
割
書
傍
線
部
）。
こ
の
時
勘
申
さ
れ
た
年
号
の
典
拠
は
、
少
な
く
と
も
『
小
右
記
』
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
よ
り
前
の
七
月
一
一
日

に
、
通
直
が
「
玄
通
」
を
勘
じ
て
い
る
が
、
実
資
は

通
直
朝
臣
□
年
号
、
令
レ
見
、
仰
下
可
レ
付
二
頼
隆
一
由
上
、
玄
通
者
、
玄
読
レ
黒
□
、
□
有
レ
忌
歟
、
自
有
レ
定
歟
、

と
し
て
、
通
直
の
勘
じ
た
年
号
を
見
、
頼
隆
に
付
す
よ
う
指
示
し
、
通
直
の
勘
じ
た
年
号
に
つ
い
て
は
「
玄
通
と
い
う
。」
と
そ
っ
け
な
い
。

但
し
、
そ
の
あ
と
「
玄
通
」
に
つ
い
て
、「
玄
」
が
「
黒
」
と
読
む
こ
と
か
ら
忌
む
べ
き
で
は
な
い
か
、
ま
あ
、
お
の
ず
か
ら
定
め
ら
れ
る

（
定
で
落
と
さ
れ
る
）
か
、
と
い
う
感
想
を
書
き
付
け
て
い
る
あ
た
り
、
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
た
め
に
ろ
く
に
書
き
と
め
な
か
っ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
万
寿
改
元
の
時
の
年
号
勘
文
が
改
元
定
の
二
ヶ
月
ほ
ど
前
の
も
の
で
あ
る
あ
た
り
か
ら
、
こ
の
と
き
も
夏
頃
か
ら
勘
文
提
出
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
万
寿
五
年
（
長
元
元
年
）
夏
は
記
事
を
欠
い
て
い
る
の
で
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
、
大
臣
に
な
る
以

前
の
改
元
記
事
よ
り
詳
細
な
こ
と
、
特
に
事
前
に
集
め
ら
れ
る
情
報
の
多
い
こ
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
く
、
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
優
先
的

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
情
報
が
増
え
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

勘
文
が
増
え
る
の
は
な
に
も
年
号
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。（
ⅳ
）
で
掲
げ
た
表
二
の
右
大
臣
期
の
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
治
安
三
年
（
一

〇
二
三
）
九
月
一
日
・
二
日
の
主
計
頭
安
倍
吉
平
（
陰
陽
師
。
陰
陽
博
士
等
歴
任
）
か
ら
の
勘
文
や
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
八
月
四
日
の
外
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記
勘
文
、
同
年
六
月
二
八
日
の
罪
名
勘
文
の
よ
う
に
勘
文
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
長
元
四
年
八
月
七
～
一
〇
日
の
外
記
勘
申

や
、
同
年
九
月
二
二
、
二
三
日
の
外
記
勘
申
の
よ
う
に
勘
文
土
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

こ
れ
ら
は
基
本
的
に
公
日
記
や
官
司
の
記
録
、
法
典
類
を
参
照
し
て
お
り
（
陰
陽
道
は
別
だ
が
）、
臨
時
の
こ
と
に
つ
い
て
の
参
照
で
あ
る

点
、
大
納
言
期
の
公
日
記
等
の
参
照
状
況
に
似
て
い
る
。
し
か
し
、
大
納
言
期
に
は
儀
式
の
次
第
や
停
否
等
、
ま
た
神
郡
寄
進
の
よ
う
に
朝
廷

の
決
定
に
基
づ
く
案
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
右
大
臣
期
の
例
に
は
偶
発
的
な
事
件
の
処
理
が
多
い
。
ま
た
、
大
納
言
期
は
自
ら
参
照
し
て
い

る
場
合
が
か
な
り
あ
る
が
、
右
大
臣
期
で
は
公
日
記
な
ど
は
専
ら
官
人
が
参
照
情
報
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
大
納
言
期
に
見
ら
れ
る
勘

文
は
三
件
だ
が
、
右
大
臣
期
に
は
八
件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
大
納
言
期
の
三
件
は
い
ず
れ
も
後
一
条
朝
の
も
の
で
、
頼
通
も
摂
政
（
の
ち

関
白
）
に
な
り
、
実
資
が
上
卿
を
勤
仕
し
う
る
人
間
の
中
で
実
質
的
な
最
上
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る）（（
（

。
右
大
臣
に
な
っ
た
こ

と
で
記
録
情
報
が
「
勘
文
」
と
い
う
形
で
整
理
さ
れ
て
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

尚
、
上
卿
以
外
が
勘
文
を
見
る
の
に
は
制
約
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
次
の
記
事
か
ら
も
窺
え
る
。

大
外
記
敦
頼
朝
臣
来
云
、
今
日
叙
位
議
始
、
小
勘
文
土
代
、
昨
日
覧
二
左
府
一
、
今
日
清
書
持
参
者
、
密
々
見
レ
之
、（
後
略
）

実
資
が
大
納
言
で
あ
っ
た
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
正
月
五
日
の
記
事
で
あ
る
。
叙
位
議
は
基
本
的
に
大
臣
が
上
卿
を
勤
む
べ
き
儀
で
あ
る）（（
（

。

そ
の
小
勘
文
な
の
で
、
本
来
な
ら
ば
事
前
に
実
資
が
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
小
勘
文
作
成
に
当
た
っ
た
の
が
家
人
の
菅
野
敦

頼
だ
っ
た
の
で
内
々
に
事
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
勘
文
の
情
報
は
、「
外
記
日
記
」
や
『
西
宮
記
』
の
「
可
設
備
文
書
」
に
見
ら
れ
る
「
国
史
」、
律
令
、
官
符
・
宣
旨
類
や
官
司

に
蓄
積
さ
れ
た
記
録
等
の
参
照
件
数
を
増
や
し
て
い
る
。
表
二
を
中
納
言
期
か
ら
通
し
て
見
る
と
、
全
体
的
に
「
外
記
日
記
」
や
各
種
記
文
、

「
可
設
備
文
書
」
が
多
い
の
は
中
納
言
期
・
大
納
言
期
に
も
指
摘
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
実
資
の
場
合
、
上
臈
の
公
卿
の
能
力
的
問
題
も
あ

り
、
例
外
的
に
大
納
言
で
も
上
臈
に
な
っ
て
か
ら
公
日
記
や
漢
籍
の
参
照
数
の
増
加
が
見
て
取
れ
る
が
、
右
大
臣
期
に
は
特
に
そ
れ
ら
が
勘
文

の
体
裁
を
と
っ
て
官
人
か
ら
集
約
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
る
の
で
あ
る
。
公
日
記
や
漢
籍
は
勘
文
作
成
時
に
引
か
れ
る
よ
う
な
も
の
が
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多
い
。
陰
陽
道
関
連
の
勘
申
記
事
や
年
号
勘
文
の
掲
載
等
に
よ
り
、
漢
籍
の
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

右
近
衛
大
将
と
し
て
実
資
が
参
照
し
た
記
録
類
に
つ
い
て
は
本
章
の
（
ⅲ
）
及
び
表
三
の
通
り
で
あ
る
。
他
、
右
大
臣
と
し
て
、
治
安
元
年

（
一
〇
二
一
）
七
月
二
五
～
二
九
日
の
任
大
臣
儀
や
、
同
年
一
〇
月
一
六
・
二
六
日
の
右
大
臣
上
表
に
つ
い
て
『
清
慎
公
記
』
を
中
心
に
参
照

し
た
り
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
一
七
日
に
複
数
の
別
当
に
補
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
『
清
慎
公
記
』
を
参
照
し
た
り
し
て
い
る
。

　

一
方
、
実
資
自
身
は
直
接
関
与
し
な
い
、
他
者
が
上
卿
を
勤
め
る
儀
に
つ
い
て
は
、
右
大
臣
期
の
前
半
は
大
納
言
期
と
変
わ
ら
な
い
が
、
万

寿
三
年
に
公
任
が
出
家
し
、
翌
四
年
に
源
俊
賢
、
道
長
、
行
成
と
相
次
い
で
薨
ず
る
と
、
や
や
変
化
す
る
。
実
資
が
自
身
の
た
め
に
調
べ
る
記

事
と
、
誰
か
か
ら
情
報
が
持
ち
込
ま
れ
る
記
事
が
減
り
、
実
資
が
誰
か
に
情
報
を
提
示
す
る
記
事
が
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
（
五
三
件
中

二
九
件
）。
関
白
頼
通
を
は
じ
め
、
公
卿
の
殆
ど
が
実
資
よ
り
若
い
だ
け
で
な
く
、
経
験
も
知
識
も
浅
い
者
と
な
っ
て
し
ま
い
、
自
然
と
実
資

は
教
え
る
立
場
の
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
実
資
か
ら
他
者
へ
の
記
録
情
報
提
示
記
事
二
九
件
の
う
ち
、
二
〇

件
ほ
ど
が
頼
通
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
蔵
人
頭
等
を
経
由
し
て
答
え
る
等
、
実
資
か
ら
の
情
報
が
頼
通
の
許
へ
運
ば
れ
る
と
見
ら
れ
る

記
事
な
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
小
右
記
』
万
寿
四
年
一
二
月
六
日
条
で
、

（
前
略
）
付
二
中
将
一
令
二
達
漏
一
、
帰
来
云
、
以
二
藤
宰
相
広
業
一
達
二
関
白
一
、
被
レ
報
云
、
具
承
レ
之
、
但
明
日
可
レ
行
二
葬
送
事
一
、
同
日
可

レ
有
二
薨
奏
・
御
錫
紵
・
警
固
・
々
関
等
事
一
歟
、
心
神
不
覚
、
可
レ
然
様
可
二
申
行
一
、
貞
信
公
御
葬
、
家
子
大
臣
冠
歟
直
衣
歟
、
如
何
、

可
レ
示
二
案
内
一
者
、
余
報
云
、
因
二
永
祚
例
一
一
々
可
レ
被
レ
行
、
唯
先
有
二
固
関
一
、
其
後
有
二
薨
奏
一
、
次
第
違
濫
、
有
レ
不
レ
静
云
々
、
先
有

二
警
固
・
之
〔
々
〕
関
等
一
由
彼
間
云
々
、
猶
先
可
レ
被
レ
行
二
薨
奏
一
、
亦
明
日
服
着
、
錫
紵
令
レ
除
給
之
日
当
二
重
日
一
、
尋
二
前
跡
一
可
レ
被
レ

行
歟
、
可
レ
被
レ
縮
二
日
数
一
歟
、
将
可
レ
被
レ
延
歟
、
臨
二
歳
末
一
遣
二
固
関
使
一
有
二
事
煩
一
歟
、
被
レ
属
二
於
国
一
可
レ
宜
乎
、
又
貞
信
公
御
葬
送

事
、
清
慎
公
不
レ
被
二
慥
記
一
、
但
葬
礼
皆
着
二
凶
服
一
、
不
レ
可
レ
着
二
直
衣
一
乎
、
清
慎
公
従
レ
家
不
レ
被
レ
行
二
葬
礼
一
、
先
移
二
山
寺
一
、
従
レ

彼
一
〔
被
〕
レ
行
二
葬
礼
一
、
仍
従
レ
家
相
二-

従
上
下
一
其
装
束
如
二
尋
常
一
、
亦
明
年
正
月
節
会
等
事
大
略
申
達
、（
後
略
）

道
長
が
薨
去
し
、
頼
通
が
そ
の
葬
儀
に
つ
い
て
諸
々
の
対
応
に
つ
い
て
聞
い
て
来
た
時
に
、
そ
の
一
々
に
答
え
る
中
で
忠
平
の
葬
儀
の
時
の
記
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録
の
有
無
に
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
判
断
の
根
拠
な
り
当
否
な
り
を
実
資
に
尋
ね
る
機
会
が
増
え
る
た
め
、
実
資
か
ら
他
者
（
特
に

公
卿
）
に
情
報
を
送
る
記
事
に
は
、
儀
式
次
第
や
装
束
、
停
否
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
廟
堂
の
長
老
・
重
鎮
と
し
て
の
実
資
の
姿
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。お

わ
り
に

　

以
上
、
実
資
の
身
分
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
記
録
類
が
参
照
さ
れ
て
実
資
の
許
に
流
れ
こ
ん
で
き
た
の

か
を
見
て
き
た
。
時
期
ご
と
に
「
○
○
と
し
て
…
」
が
複
数
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
字
情
報
を
参
照
す
る
契
機
は
必
ず
し
も
一

つ
で
は
な
い
。
お
よ
そ
、
①
自
ら
の
官
職
に
あ
る
べ
き
振
る
舞
い
と
、
職
務
に
関
わ
っ
て
の
参
照
、
②
そ
の
中
で
も
特
に
中
納
言
期
以
降
の
上

卿
を
勤
仕
す
る
上
で
の
参
照
、
③
他
者
が
上
卿
の
儀
や
、
そ
の
他
他
者
の
行
動
・
判
断
に
関
わ
る
参
照
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

流
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
図
一
で
あ
る
。

　

①
の
自
ら
の
官
職
に
あ
る
べ
き
振
る
舞
い
と
、
職
務
に
関
わ
っ
て
の
参
照
記
事
は
、
参
議
期
を
除
く
と
そ
の
時
に
就
い
て
い
た
官
職
に
従
っ

て
断
続
的
に
見
ら
れ
る
。
参
照
記
録
類
も
「
可
設
備
文
書
」
と
『
清
慎
公
記
』
を
中
心
に
天
皇
御
記
や
「
外
記
日
記
」
等
、
様
々
で
あ
る
。

　

②
の
上
卿
を
勤
仕
す
る
上
で
の
記
録
類
参
照
記
事
は
先
述
の
通
り
中
納
言
期
か
ら
出
始
め
る
。
実
務
官
人
か
ら
の
情
報
が
中
心
で
、
以
降
、

大
納
言
、
右
大
臣
と
昇
進
に
合
わ
せ
て
臨
時
の
大
規
模
な
儀
や
偶
発
的
な
案
件
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
入
手
で
き
る
情
報
が
、

外
記
日
記
の
よ
う
に
母
体
の
情
報
量
が
大
き
す
ぎ
て
探
し
当
て
る
の
に
手
間
の
か
か
る
も
の）（（
（

や
、
漢
籍
の
よ
う
に
的
確
な
情
報
を
得
る
た
め
に

は
専
門
的
な
知
識
も
必
要
と
す
る
も
の
、
機
密
性
の
高
い
も
の
な
ど
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
参
照
さ
れ
る
も
の
は
公
日
記
や
官
撰
の
法
典
・
儀

式
書
類
が
中
心
で
、
補
足
的
に
個
人
の
日
記
が
使
わ
れ
る
と
い
う
の
は
一
貫
し
て
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

③
の
他
者
の
行
動
・
判
断
に
関
わ
る
参
照
で
は
、
儀
式
の
運
営
・
停
否
等
全
体
に
関
わ
る
も
の
よ
り
も
個
人
の
所
作
・
装
束
等
に
関
す
る
も
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図一．文字情報利用の流れ

実資自身の行動・判断関係　　　　　　　　　　　　　　　　他者の行動・判断関係

蔵人頭期 ①
近衛中・少将　　　　　　　　　蔵人頭
　　　服装・列次など　　　　　　　儀式の概要・天皇の行動など
　　　「陣日記」『延喜式』など　　　「可設備文書」三代御記など

参議期 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
（なし）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他者が上卿を勤める儀について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　批判検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細かい動き・手続きなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『清慎公記』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他公卿の日記類

中納言期 　　　　　　　　　　　　　　②
官職に関係して　　　　　　　上卿
　　・中納言　　　　　　　　　　恒例の儀
　　　　　　『清慎公記』　　　　　「外記日記」中心
　　・太皇太后宮大夫
　　　　　　村上御記
　　　　　　法家文書類

大納言期 　　・大納言　　　　　　　　　　臨時の儀　　　　事前相談のやりとり増
　　　　　　『清慎公記』　　　　　「外記日記」の他、　　　細かい動き・手続きなど
　　　　　　「外記日記」　　　　　「可設備文書」類　　　　 『清慎公記』
・右近衛大将　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他公卿の日記類
　　　「可設備文書」中心に
　　　公卿の日記・天皇御記

　　・一本御書所別当
　　　　　　御書所蓄積文書

右大臣期 　　・右大臣　　　　　　　　　　偶発的な案件　　　教える一方に
　　　　　　任大臣関連　　　　　機密性の高い案件　　　　『清慎公記』
　　　　　　『清慎公記』　　　　　勘文増　　　　　　　　　その他公卿の日記類
　　　　　　「可設備文書」　　　　「外記日記」の他、　　　　「可設備文書」
　　　　　　　　　　　　　　　　「可設備文書」類
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の
が
多
い
。
参
議
・
中
納
言
の
間
は
実
資
自
身
が
事
後
に
復
習
的
に
批
判
・
検
討
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
大
納
言
期
、
特
に
上
臈
の
大
納

言
と
な
る
三
条
朝
以
降
は
他
者
か
ら
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
く
る
。
こ
れ
は
そ
の
時
々
の
政
治
状
況
の
影
響
を
受
け
て
微
妙
に
話
題
の

傾
向
を
変
え
、
廟
堂
か
ら
同
世
代
の
人
が
消
え
る
道
長
薨
去
あ
た
り
か
ら
は
自
身
よ
り
若
い
者
へ
と
情
報
を
提
示
す
る
記
事
が
中
心
と
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。
参
照
す
る
記
録
類
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
表
一
と
表
四
の
典
拠
欄
を
見
比
べ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
参
議
期
に
は
『
清
慎
公

記
』
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
大
納
言
期
に
な
る
と
『
清
慎
公
記
』
以
外
の
貴
族
の
日
記
や
天
皇
御
記
、「
外
記
日
記
」
等
も
満
遍
な
く
参
照

し
、「
可
設
備
文
書
」
も
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
資
の
場
合
、
手
許
に
あ
る
最
も
整
っ
た
、
詳
細
な
情
報
源
が
『
清
慎
公
記
』
で
あ
る

の
は
間
違
い
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
が
唯
一
絶
対
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
だ
ろ
う）（（
（

。

　

参
照
さ
れ
た
記
録
・
典
籍
類
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、『
西
宮
記
』
の
い
う
「
可
設
備
文
書
」
が
、
実
資
が
ど
の
身
分
で
あ
ろ
う
と
、
ど
の
よ

う
な
話
題
で
あ
ろ
う
と
参
照
さ
れ
て
い
る
。
官
司
に
蓄
積
さ
れ
た
文
書
類
や
『
延
喜
式
』
等
は
実
務
官
人
か
ら
の
提
示
も
多
い
。
実
資
自
身
が

上
卿
を
勤
仕
す
る
際
の
典
拠
と
し
て
特
に
多
用
さ
れ
て
お
り
、
実
資
自
身
だ
け
で
な
く
、
広
く
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
依
拠
す
べ
き
典

籍
類
の
枠
組
み
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

養
父
実
頼
の
『
清
慎
公
記
』
に
つ
い
て
は
、
養
父
の
も
の
を
譲
り
受
け
た
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
二
章
で
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
初

め
か
ら
大
部
分
を
保
有
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
主
要
情
報
源
と
し
て
「
可
設
備
文
書
」
と
双
璧
を
な
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　
「
外
記
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
実
資
の
参
照
の
仕
方
か
ら
か
な
り
の
分
量
が
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る）（（
（

。
一
方
で
、
上
卿
を
勤
仕
す

る
場
合
に
官
人
か
ら
勘
申
さ
れ
る
数
も
昇
進
に
つ
れ
増
え
て
お
り
、
使
い
勝
手
の
良
い
情
報
で
あ
る
と
共
に
政
務
運
営
シ
ス
テ
ム
に
根
ざ
し
た

情
報
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

天
皇
御
記
、
特
に
醍
醐
・
村
上
二
代
の
も
の
に
つ
い
て
は
や
は
り
ま
と
ま
っ
た
量
が
実
資
の
手
元
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る）（（
（

。
他
の

『
吏
部
王
記
』
や
『
九
暦
』、『
貞
信
公
記
』、『
八
条
大
将
記
』
等
も
、
実
資
は
自
ら
参
照
し
て
い
る
こ
と
か
ら
所
持
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
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る
）
（（
（

。
こ
れ
ら
個
人
の
日
記
類
に
つ
い
て
は
、
細
か
い
所
作
や
装
束
な
ど
を
、
個
人
的
に
参
照
す
る
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
表

一
、
四
と
表
二
、
三
を
比
べ
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
公
卿
と
の
や
り
と
り
の
中
で
は
多
く
参
照
さ
れ
る
が
官
人
と
の
や
り
と
り
で
使
わ
れ
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
天
皇
以
下
公
卿
等
の
日
記
が
、
公
卿
と
な
る
よ
う
な
人
に
と
っ
て
、『
西
宮
記
』
巻
十　

殿
上
人
事
所
載

の
諸
典
籍
類
（
大
方
が
持
っ
て
い
る
も
の
）
に
加
え
て
必
要
な
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

そ
し
て
、
公
卿
の
間
で
も
、
実
資
は
持
っ
て
い
る
が
他
の
人
は
あ
ま
り
持
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
（『
清
慎
公
記
』『
八
条
大
将
記
』
等
）。

逆
に
、
他
の
人
が
参
照
し
て
い
る
が
実
資
が
も
っ
て
い
な
い
と
判
断
で
き
る
も
の
を
見
つ
け
る
の
は
か
な
り
難
し
い）（（
（

。
豊
富
な
蔵
書
と
い
う
こ

と
は
、
実
資
を
語
る
と
き
に
ほ
ぼ
必
ず
出
て
く
る
こ
と
ば
だ
が）（（
（

、
そ
れ
は
公
卿
と
し
て
必
要
な
も
の
が
豊
富
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
説
話
等
の
「
賢
人
右
府
」
と
い
う
実
資
像
は
彼
の
公
事
へ
の
練
達
に
由
来
す
る
も
の
だ
が）（（
（

、
当
然
初
め
か
ら
そ
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
長
い
蓄
積
を
経
た
彼
の
政
治
生
活
の
後
半
、
文
字
通
り
「
右
府
」
の
姿
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
実
資
の
情
報
の
集

め
方
が
特
殊
な
の
か
否
か
等
、
ま
だ
詰
め
る
べ
き
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
が
、
記
録
・
典
籍
類
の
相
対
的
な
位
置
付
け
や
文
字
情
報
の
広
が
り
方

を
考
え
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
１
）　
「
九
条
殿
遺
誡
」。
日
記
の
起
こ
り
や
作
成
目
的
、
形
式
に
つ
い

て
は
、
土
田
直
鎮
「
古
代
史
料
論
」
記
録
部
（『
岩
波
講
座
日
本
歴

史
』
二
五　

別
巻
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
山
中
裕
編

『
古
記
録
と
日
記
』
上
、
Ⅰ
日
記
の
成
立
と
変
遷　

１
古
記
録
と
日

記
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
言
及

さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
２
）　

和
田
容
理
子
「『
小
右
記
』
に
お
け
る
無
記
名
情
報
の
記
事
に

関
す
る
考
察
─
『
伝
聞
』・『
後
聞
』・『
或
人
云
』
に
つ
い
て
─
」

（『
古
代
文
化
』
五
一
、
一
九
九
九
年
）。

（
３
）　

記
録
・
法
典
・
典
籍
・
文
書
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
は
進
め
ら
れ
て

き
て
い
る
。
池
田
源
太
「
平
安
朝
に
於
け
る
「
本
文
」
を
権
威
と
す

る
学
問
形
態
と
有
職
故
実
」（
古
代
学
協
会
編
『
延
喜
天
暦
時
代
の

研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
宮
城
栄
昌　
「
平
安

文
学
か
ら
み
た
『
延
喜
式
』
の
施
行
力
」（『
摂
関
時
代
史
の
研
究
』

所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）、
龍
福
義
友　
『
日
記
の
思
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考
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）、
松
薗
斉
ａ
『
日
記
の
家
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
七
年
）、
同
ｂ
。『
王
朝
日
記
論
』（
法
政
大
学
出

版
局
、
二
〇
〇
六
年
）、
末
松
剛
『
平
安
宮
廷
の
儀
礼
文
化
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
上
杉
和
彦　
『
日
本
中
世
法
体
系
成
立
史

論
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
）、
他
。

（
４
）　
『
日
本
書
紀
』
と
『
続
日
本
紀
』
以
降
と
で
は
、
編
纂
意
図
・

読
み
手
の
意
識
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
（
坂
本
太
郎

『
六
国
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇
年
）
他
）。
日
本
紀
講
書
が

『
日
本
書
紀
』
を
対
象
と
し
た
こ
と
等
か
ら
考
え
て
当
然
と
思
わ
れ

る
が
、
一
方
で
『
類
聚
国
史
』
で
類
聚
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
の

が
『
日
本
書
紀
』
で
も
神
代
だ
け
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、『
日

本
書
紀
』
と
そ
れ
以
降
と
を
全
く
別
に
扱
う
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
一
括
り
に
し
て
お
い
た
。

（
５
）　
「
記
文
」
に
つ
い
て
は
ま
だ
見
解
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
官
司

ご
と
に
朝
儀
・
祭
祀
の
実
際
を
記
録
・
保
存
し
た
日
次
記
の
類
と
す

る
説
（
西
本
昌
弘
「
儀
式
記
文
と
外
記
日
記
─
『
弘
仁
格
式
』
序
の

再
検
討
─
」（
同
『
日
本
古
代
儀
礼
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一

九
九
七
年
所
収
、
初
出
一
九
八
七
年
な
ど
）、
各
官
司
が
政
務
の
参

考
と
す
る
た
め
に
、
関
係
す
る
儀
式
次
第
や
そ
の
官
司
へ
の
法
令
な

ど
を
ま
と
め
た
も
の
と
す
る
説
（
武
光
誠｢

記
文
と
律
令
政
治｣

（
山
中
裕
編
『
平
安
時
代
の
歴
史
と
文
学
』
歴
史
編
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
一
年
））、
個
々
の
儀
式
行
事
ご
と
に
各
官
司
で
作
成
さ

れ
た
日
次
記
及
び
儀
式
文
（
所
功
「『
内
裏
儀
式
』
と
「
内
裏
式
」

の
関
係
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
五
、
一
九
九

九
年
）
他
）、
種
々
の
行
事
が
行
わ
れ
る
度
に
作
成
さ
れ
、
各
官
司

及
び
外
記
局
に
保
管
さ
れ
た
記
録
文
と
す
る
説
（
中
野
敦
之｢

外
記

局
の
文
書
保
管
機
能
と
外
記
日
記｣

（
河
音
能
平
編
『
中
世
文
書
論

の
視
座
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
年
））
等
、
諸
説
あ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
微
妙
に
違
う
が
、
外
記
局
を
含
め
た
官
司
に
て
作
成
・
保
管
さ

れ
た
記
録
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
は
こ
の

よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
た
。

（
６
）　

以
下
、
便
宜
的
に
ま
と
め
て
「
可
設
備
文
書
」
と
す
る
。

（
７
）　

竹
内
理
三
「
口
伝
と
教
命
─
公
卿
学
系
譜
（
秘
事
口
伝
成
立
以

前
）
─
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
』
五
よ
り
。『
律
令
制
と
貴
族
政
権

Ⅱ
』（
角
川
書
店
、
一
九
五
八
年
）
所
収
。『
歴
史
地
理
』
七
五
‐

三
・
四
（
一
九
四
〇
年
）
初
出
）。
但
し
、
小
野
宮
流
に
つ
い
て
は

と
も
か
く
、
九
条
流
に
つ
い
て
は
流
派
意
識
が
薄
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
指
摘
が
末
松
剛
「
平
安
時
代
に
お
け
る
摂
関
家
の
先
例

観
に
つ
い
て
─
御
堂
流
故
実
の
再
検
討
─
」（『
九
州
史
学
』
一
二

四
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）　

赤
木
志
津
子
「
摂
関
家
と
小
野
宮
家
」（
同
『
平
安
貴
族
の
生

活
と
文
化
』
所
収
、
パ
ル
ト
ス
社
、
一
九
六
四
年
）、
山
中
裕
「
藤

原
道
長
と
そ
の
時
代
」（
同
『
平
安
時
代
の
古
記
録
と
貴
族
文
化
』

所
収
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）、
朧
谷
寿
「
藤
原
実
資
論
─

円
融
・
花
山
・
一
条
天
皇
時
代
─
」（『
古
代
文
化
』
三
〇
‐
四
・

五
、
一
九
七
八
年
）、
吉
田
早
苗
「
藤
原
実
資
の
家
族
」（『
日
本
歴

史
』
三
三
〇
、
一
九
七
五
年
）、
服
藤
早
苗
「
摂
関
家
に
お
け
る

「
氏
」・「
家
」
─
「
小
右
記
」
に
み
ら
れ
る
実
資
を
中
心
と
し
て
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─
」（
青
木
和
夫
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
政
治
と
文

化
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）、
渡
辺
直
彦
「
藤
原
実

資
家
「
家
司
」
の
研
究
」（
同
『
日
本
古
代
官
位
制
度
の
基
礎
的
研

究
』
増
訂
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）、
関
真
規
子
「
藤
原

実
資
と
家
司
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
二
四
、

二
〇
〇
〇
年
）
等
。

（
９
）　

校
訂
に
つ
い
て
も
同
書
に
従
い
、〔　

〕
に
て
示
し
て
あ
る
。

（
10
）　
『
北
山
抄
』
巻
五　

大
嘗
会
事
の
卯
日
、
天
皇
が
大
嘗
宮
に
御

す
く
だ
り
の
割
書
に
「
内
侍
二
人
候
二
御
剱
璽
筥
一
、
寛
和
、
次
将

候
レ
之
、」
と
あ
り
、
ま
た
『
江
家
次
第
』
巻
一
五　

大
嘗
会
の
卯

日
、
悠
紀
殿
（
大
嘗
宮
）
に
御
す
く
だ
り
に
も
「
内
侍
二
人
候
二
御

剱
璽
筥
一
、
寛
和
次
将
候
レ
之
、
承
暦
次
将
二
人
執
、」
と
あ
る
。
次

将
は
近
衛
中
将
の
こ
と
。
中
将
が
候
ず
る
の
は
こ
の
記
事
の
寛
和
度

が
初
例
だ
っ
た
ら
し
い
。

（
11
）　

橋
本
義
彦
「
外
記
日
記
と
内
記
日
記
」（
同
『
平
安
貴
族
社
会

の
研
究
』
第
四
部
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
六
五

年
）、
黒
須
利
夫
「
諸
司
式
と
儀
式
─
「
事
は
儀
式
に
見
ゆ
」
の
再

検
討
」（『
延
喜
式
研
究
』
二
一
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
12
）　

小
口
雅
史
「
内
記
日
記
と
外
記
日
記
」（
山
中
裕
編
『
古
記
録

と
日
記
』
上
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）、
西
本
昌
弘
「『
冊
命

皇
后
式
』
所
引
の
「
内
裏
式
」
と
近
衛
陣
日
記
」（
同
『
日
本
古
代

儀
礼
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
九
二

年
）
等
。

（
13
）　
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
に
『
弘
仁
式
』、『
貞
観
式
』
も
引
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
資
が
『
延
喜
式
』
の
他
に
『
弘
仁
式
』、『
貞

観
式
』
も
所
持
、
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
所
功

「『
小
野
宮
年
中
行
事
』
の
成
立
」（
同
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の

研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
所
収
、
初
出
一
九
八
四
年
）

他
。）。
本
条
の
「
府
式
」
が
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
い
う
確
証
は

現
時
点
で
は
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
「
近
衛
府
式
」
と
し
て
お
く
。

（
14
）　

こ
の
「
内
裏
式
」
に
つ
い
て
は
、『
内
裏
儀
式
』
逸
文
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
西
本
昌
弘
氏
が
「「
内
裏
式
」
逸
文
の
批
判
的
検
討

─
二
つ
の
「
内
裏
式
」
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
同
『
日
本
古
代
儀
礼
成

立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
所
収
、
初
出
一
九
九
三
年
）

に
て
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
「
内
裏
式
」
と
『
内
裏
儀
式
』、

ど
ち
ら
と
も
特
定
し
か
ね
る
場
合
も
あ
る
た
め
、「
内
裏
式
」
と
表

記
す
る
。

（
15
）　

尚
、「
可
然
歟
、」
に
続
く
「
検
延
喜
十
六
年
日
記
、
…
」
以
下

の
割
書
は
、
実
資
が
外
記
日
記
等
に
よ
っ
て
調
べ
た
こ
と
を
補
足
的

に
書
き
留
め
た
も
の
だ
ろ
う
。
外
記
日
記
・
殿
上
日
記
ど
ち
ら
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
柄
な
の
で
断
言
は
で
き
な
い
。

（
16
）　

土
田
直
鎮
「
平
安
時
代
の
政
務
と
儀
式
」（
同
『
奈
良
平
安
時

代
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
所
収
、
初
出
一
九
七
四

年
）、
同
「
上
卿
に
つ
い
て
」（
同
書
所
収
、
初
出
一
九
六
二
年
）。

（
17
）　
『
蔵
人
式
』
に
「
内
則
忝
二-

陪
近
習
一
、
外
亦
召
二-

仰
諸
司
一
」

と
あ
り
、『
西
宮
記
』
巻
十　

侍
中
事
に
「
殿
上
諸
事
并
諸
奏
事
、

皆
蔵
人
頭
以
下
所
レ
職
也
、」
と
あ
る
。

（
18
）　
『
西
宮
記
』
巻
十
、
殿
上
人
事
の
他
、
日
記
類
に
つ
い
て
は
松
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薗
斉
「
家
記
の
構
造
」（
前
掲
注
（
３
）
ａ
第
三
章
、
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
七
年
所
収
）
四
二
～
四
六
頁
表
な
ど
参
照
。

（
19
）　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
四
月
庚
辰
条
。

（
20
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
三
月
癸
丑
条
、
正
子
内
親
王
崩

御
の
記
事
の
伝
の
中
に
み
え
る
。

（
21
）　
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
五
日
条
、
橘
嘉
智
子

葬
送
記
事
中
の
伝
。
淳
和
天
皇
譲
位
・
仁
明
天
皇
即
位
か
ら
始
ま
る

『
続
日
本
後
紀
』
に
は
冒
頭
か
ら
「
太
皇
太
后
」
の
称
で
登
場
し
て

い
る
。

（
22
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
六
年
正
月
七
日
庚
戌
条
。

（
23
）　

こ
こ
で
い
う
「
国
史
」
が
指
す
も
の
は
、『
日
本
書
紀
』
か
ら

『
日
本
三
代
実
録
』
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
六
国
史
を
指
す
場
合
、
ま

た
は
そ
こ
か
ら
『
日
本
書
紀
』
を
除
い
た
も
の
の
そ
れ
ぞ
れ
を
指
す

場
合
、
総
称
の
場
合
、『
類
聚
国
史
』
の
略
称
の
場
合
、
等
い
く
つ

か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、『
類
聚
国
史
』
の
該
当
箇
所
は
現

在
欠
巻
の
た
め
、
い
か
に
参
照
し
た
可
能
性
が
高
く
と
も
確
認
不
可

能
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
「
国
史
」
は
六
国
史
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
漠
然
と
六
国

史
の
総
称
と
し
て
お
き
た
い
。

（
24
）　

実
際
、
実
資
が
大
納
言
に
な
っ
た
頃
の
定
の
記
事
で
は
、
各
人

の
申
詞
ま
で
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
多
々
あ
る
。

（
25
）　

一
条
天
皇
の
外
祖
父
・
藤
原
兼
家
が
七
月
に
薨
じ
て
い
る
。
正

暦
改
元
は
十
一
月
の
こ
と
。

（
26
）　

同
年
七
月
に
娘
を
亡
く
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
か
。

（
27
）　

万
寿
四
年
十
二
月
三
十
日
条
。

（
28
）　

天
徳
元
年
（
九
五
七
）
生
ま
れ
の
実
資
に
対
し
、
公
任
は
康
保

三
年
（
九
六
六
）
生
ま
れ
。「
一
家
」
云
々
は
『
小
右
記
』
寛
仁
二

年
（
一
〇
一
八
）
三
月
一
九
日
条
な
ど
。
注
（
８
）
服
藤
論
文
等
も

参
照
。

（
29
）　

梅
村
恵
子
『
清
慎
公
記
』（
山
中
裕
編
『
古
記
録
と
日
記
』

下
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
三
年
）
で
は
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）

五
月
二
十
日
条
の
、「
書
下-

写
在
二
藤
相
公
御
許
一
之
故
殿
御
日
記
上
」、

公
任
の
許
に
あ
る
『
清
慎
公
記
』
を
実
資
が
書
写
し
て
い
る
記
事
を

も
と
に
、
実
頼
自
筆
原
本
の
多
く
は
頼
忠
に
相
続
さ
れ
た
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
。

（
30
）　

土
田
前
掲
注
（
16
）
論
文
。

（
31
）　

寛
仁
四
年
十
一
月
十
二
日
条
、
治
安
三
年
四
月
五
日
条
な
ど
。

こ
こ
で
は
記
録
類
を
参
照
し
て
い
る
記
事
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る

が
、
一
連
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
土
田
氏
前
掲
注
（
16
）
論
文
、
同

『
日
本
の
歴
史　

５　

王
朝
の
貴
族
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五

年
）、
大
津
透
『
日
本
の
歴
史 

６ 

道
長
と
宮
廷
社
会
』（
講
談
社
、

二
〇
〇
一
年
）
等
に
詳
し
い
。　

（
32
）　

実
資
の
任
大
臣
大
饗
関
連
（
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）
七
月
二

五
～
二
八
日
条
）
や
公
任
の
後
一
条
天
皇
即
位
儀
式
文
作
成
（
長
和

五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
二
二
日
条
）
等
。

（
33
）　

土
田
直
鎮
『
日
本
の
歴
史　

５　

王
朝
の
貴
族
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
六
五
年
）。

（
34
）　

朝
経
は
、
長
和
三
年
一
二
月
十
七
日
、
荷
前
使
の
日
に
用
事
が
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重
な
っ
た
場
合
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
先
例
を
実
資
か
ら
聞
い

て
い
る
。

（
35
）　

長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
一
〇
月
二
一
・
二
二
日
他
、
東
宮
の

母
后
拝
覲
関
連
、
長
和
四
年
四
月
七
日
・
七
月
一
〇
日
、
天
皇
御
薬

の
間
の
官
奏
に
左
大
臣
が
候
ず
べ
き
か
否
か
、
等

（
36
）　

即
位
後
諸
国
奉
幣
関
連
（
長
和
五
年
二
月
二
九
日
、
三
月
二

日
）、
除
目
直
物
（
同
年
四
月
四
日
）、
任
太
政
大
臣
大
饗
関
連
（
寛

仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
一
一
月
一
九
日
、
一
二
月
一
日
）、
天
皇
元

服
（
同
年
一
二
月
三
〇
日
）、
神
郡
寄
進
（
寛
仁
二
年
一
一
月
一

日
）、
王
氏
是
定
（
寛
仁
三
年
正
月
五
日
）、
刀
伊
の
入
寇
関
連
（
同

年
四
月
一
八
日
）
等
。

（
37
）　
『
元
秘
別
録
』
所
引
『
小
右
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
一

二
月
二
五
日
条
逸
文
。

（
38
）　

同
年
二
月
二
日
条
。

（
39
）　

左
大
臣
が
藤
原
顕
光
、
右
大
臣
が
藤
原
公
季
、
内
大
臣
の
藤
原

頼
通
は
摂
関
兼
任
、
最
上
臈
の
大
納
言
は
藤
原
道
綱
。
実
際
、
寛
仁

四
年
の
豊
明
節
会
内
弁
や
除
目
上
卿
も
実
資
が
勤
め
て
い
る
。

（
40
）　
『
西
宮
記
』
巻
一　

五
日
叙
位
儀
「
大
臣
以
下
着
二
議
所
一
、
自

二
右
近
陣
一
出
日
華
門
着
、
一
人
〔
大
臣
〕
入
二
南
幕
一
着
、
已
下
…
」

や
、『
北
山
抄
』
巻
一　

五
日
叙
位
議
事
、「
大
臣
着
二
左
仗
座
一
、

…
」
以
下
、
割
書
部
分
に
「
大
納
言
為
二
上
卿
一
之
日
、
…
」「
大
臣

不
参
、
大
納
言
亦
得
之
、」
等
か
ら
窺
え
る
。
寛
仁
三
年
（
一
〇
一

九
）
正
月
五
日
叙
位
議
で
は
大
臣
が
不
在
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
納

言
四
人
（
道
綱
・
実
資
・
斉
信
・
公
任
）
で
行
っ
て
い
る
。

（
41
）　

松
薗
斉
「
外
記
局
の
変
質
と
外
記
日
記
」（
前
掲
注
（
３
）
ａ

著
書
一
〇
章
、
初
出
一
九
八
七
年
）、
同
「
中
世
の
外
記
」（
同
書
一

一
章
、
初
出
一
九
九
四
年
）。

（
42
）　
『
清
慎
公
記
』
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た

い
。

（
43
）　

本
来
外
記
日
記
等
の
外
記
文
殿
の
文
簿
は
持
ち
出
し
禁
止
で
あ

る
（『
延
喜
太
政
官
式
』
文
殿
書
）。
こ
れ
に
は
実
資
の
家
司
や
家
人

に
外
記
関
係
者
の
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る

（
菅
野
敦
頼
・
清
原
頼
隆
等
。
松
薗
氏
前
掲
注
（
３
）
ａ
著
書
第
三

部
第
一
〇
章
）。
今
ま
で
に
見
た
家
人
等
の
は
た
ら
き
（
小
勘
文
土

代
を
密
見
さ
せ
る
な
ど
）
か
ら
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ

う
。

（
44
）　

こ
れ
ら
は
、
殿
上
御
厨
子
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
半
ば

公
開
さ
れ
て
い
て
、
早
く
か
ら
書
写
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
松
薗
氏

前
掲
注
（
３
）
ａ
著
書
第
二
部
第
六
章
）。
長
徳
段
階
で
散
逸
甚
だ

し
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
（『
権
記
』
長
徳
四
年
七
月
一
三
日
条
）、

実
資
も
閲
覧
可
能
な
立
場
に
は
あ
っ
た
が
、
実
資
が
書
写
し
た
も
の

で
は
な
く
、
や
は
り
実
頼
書
写
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
し
か
し
、『
清
慎
公
記
』
自
筆
原
本
の
大
半
が
頼
忠
に
伝
え
ら

れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
実
頼
書
写
の
天
皇
御
記
に
つ
い
て
も
ま
と

ま
っ
た
量
を
実
資
が
直
接
譲
り
受
け
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。『
村

上
御
記
』
が
『
小
右
記
』
に
ま
と
ま
っ
て
見
え
始
め
る
の
は
頼
忠
の

遺
領
等
を
実
資
・
公
任
・
佐
理
の
三
者
で
処
分
し
た
永
祚
元
年
十
月

以
降
で
あ
り
、
所
有
時
期
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
断
言
は
避
け
て
お
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く
。

（
45
）　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
天
皇
御
記
同
様
の
事
情
か
ら
、
実
頼
書

写
の
も
の
を
直
接
、
ま
た
は
頼
忠
経
由
で
受
け
た
か
、
頼
忠
（
の
ち

公
任
）
の
も
と
に
あ
っ
た
も
の
を
写
し
た
か
（『
八
条
大
将
記
』
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
八
条
大
将
藤
原
保
忠
の
養
子
で
も
あ
っ

た
頼
忠
か
ら
で
あ
ろ
う
）、
ど
ち
ら
か
で
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

（
46
）　

松
薗
前
掲
注
（
３
）
ａ
書
第
三
章
。

（
47
）　

前
掲
注
（
８
）
諸
論
文
等
。

（
48
）　

飯
沼
清
子
「「
賢
人
右
府
」
実
資
考
─
説
話
の
源
流
の
展
望

─
」（『
日
本
文
学
論
究
』
四
七
、
一
九
八
八
年
）。

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


